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特集

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
先
進
観
光
地
の

 

動
向
と
施
策
の
変
遷

昨
今
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ブ
ー
ム
が
到
来
す
る
前
か
ら
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
受
け
入
れ
て
い
た
観
光
地
が
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
施
策
を
行
い
、
特
に
地
域
へ
の
経
済
効
果
向
上
の
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
な
成
果
を
上
げ
て
き
た
の
か
―
―
。
特
集
２
で
は
、
古
く

か
ら
訪
日
外
国
人
を
受
け
入
れ
て
き
た
３
つ
の
観
光
地
（
広
島
県
廿は
つ

日か

市い
ち

市
、
山
梨
県
富
士
河
口
湖
町
、
岐
阜
県
高
山
市
）
を
対
象
と
し
、

市
場
の
変
化
と
と
も
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
施
策
の
変
遷
を
整
理
す
る
。

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
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柿
島
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ね
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■
宮
島
の
概
要

資
源
性
の
高
い
国
際
観
光
地
・
宮
島

　

国
指
定
特
別
史
跡
・
特
別
名
勝
で
あ

る
厳い

つ
く
し
ま島

（
通
称
：
宮
島
、
以
下
「
宮
島
」）

は
古
代
よ
り
原
始
宗
教
の
名
残
か
ら
「
神

の
島
」
と
し
て
崇
拝
の
対
象
と
さ
れ
て
き

て
お
り
、
平
安
時
代
に
は
平
清
盛
の
擁
護

の
も
と
、
現
在
の
嚴
島
神
社
の
社
殿
の
基

本
が
形
づ
く
ら
れ
た
。
そ
の
後
も
各
時
代

の
大
名
な
ど
の
擁
護
を
受
け
、
今
日
の
嚴

い
つ
く

島し
ま

神
社
が
形
づ
く
ら
れ
、１
９
９
６
年（
平

成
８
年
）
に
は
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
厳
島
は
古
戦
場
の
地
と
し

て
も
知
ら
れ
、１
５
５
５
年
（
弘
治
元
年
）

に
は
毛
利
元も

と
な
り就

と
陶す

え
は
る
か
た

晴
賢
が
争
っ
た
厳
島

合
戦
の
地
で
も
あ
り
、
歴
史
上
、
さ
ま
ざ

ま
な
理
由
で
注
目
を
集
め
て
き
た
。

　

ま
た
、
宮
島
は
瀬
戸
内
海
国
立
公
園

に
属
す
る
と
と
も
に
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

登
録
湿
地
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
嚴
島
神

社
の
背
後
の
弥み

山せ
ん

は
国
指
定
天
然
記
念

物
と
な
っ
て
お
り
、
歴
史
的
、
自
然
的
価

値
の
高
い
資
源
が
徒
歩
圏
内
に
存
在
す

る
日
本
で
も
数
少
な
い
観
光
地
で
あ
る
。

　

宮
島
は
そ
の
資
源
性
の
高
さ
か
ら
、
江

戸
時
代
以
降
、
日
本
屈
指
の
観
光
地
と
し

て
栄
え
て
き
た
が
、
本
格
的
に
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
に
取
り
組
み
始
め
た
の
は「
１
９
９
４

年
ア
ジ
ア
競
技
大
会
」
で
ア
ジ
ア
か
ら
多

く
の
外
国
人
旅
行
者
や
関
係
者
が
訪
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ

る
。
そ
の
後
１
９
９
６
年
の
世
界
遺
産
登

録
や
、「
ミ
シ
ュ
ラ
ン・グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド・

ジ
ャ
ポ
ン
」
に
お
け
る
宮
島
、
嚴
島
神
社

の
三
つ
星
獲
得
に
よ
り
、
徐
々
に
世
界
的

に
注
目
を
集
め
る
観
光
地
と
な
っ
た
。

宮
島
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者

　

宮
島
へ
の
外
国
人
旅
行
者
数
は
年
々
増

加
を
続
け
、
２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）

は
28・８
万
人
で
対
前
年
比
32
％
の
伸
び

と
な
っ
た（
表
）。
廿
日
市
市
に
よ
る
調
査

の
結
果（
注
２
）、
16
年
の
全
来
島
者
数
は

４
２
７・６
万
人
、
外
国
人
客
比
率
は
７

％
と
計
算
さ
れ
る
が
、
実
際
の
外
国
人
客

数
は
さ
ら
に
多
い
と
の
見
方
も
あ
る
。
エ

リ
ア
別
構
成
比
で
は
欧
州
が
60
％
、
北
米

が
17
％
、
ア
ジ
ア
が
10
％
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
国
籍
別
で
は
フ
ラ
ン
ス
（
17
％
）、

ア
メ
リ
カ
（
15
％
）、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

（
10
％
）な
ど
が
上
位
と
な
っ
て
お
り
、
欧

米
豪
か
ら
の
旅
行
者
が
多
い
こ
と
が
特
徴

で
あ
る
。

　

ま
た
、
月
別
で
見
る
と
、
宮
島
全
体
の

広島県
 廿日市市（宮島）

広島
●

津和野町

岩国

呉

瀬戸内海
松山

今治

●

●

●

●

●

【人口】117,172人（2017年3月1日現在）
【面積】489.48㎢
【年間入込客数】4,276,138人（注1）（2016年・廿日市市資料）
【年間外国人客数】288,199人（注1）（2016年・廿日市市資料）
【外国人割合】来島者数では7%（注1）（2016年）

市町村プロフィール　広島県廿日市市

来
島
者
数
は
夏
休
み
を
中
心
と
し
た
８

月
が
、
外
国
人
は
４
月
が
多
く
な
っ
て
い

る（
図
１
）。

　

日
本
人
市
場
に
お
い
て
は
新
学
期
、
新

年
度
が
始
ま
る
４
月
は
多
く
の
観
光
地
で

閑
散
期
と
な
る
こ
と
が
多
い
が
、
日
本
各
地

図1   月別シェア ※宮島の全体と外国人の来島者数（いずれの数値も年間の来島者数を100とした時の月別の割合）
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資料：廿日市市資料（注1）より（公財）日本交通公社作成

全体　　　外国人15.6％
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表   宮島のこれまでの取り組みと旅行者の推移

実施年 観光客数
（単位：万人）

外国人旅行者数
（単位：万人） 観光に関係する主な出来事 外国人誘致関連施策

1964 212.2 東海道新幹線開通／山陽本線広島～小郡間電化完成／東京オリンピック
1965 225.1 
1966 236.3 
1967 240.2 
1968 240.6 
1969 245.9 
1970 226.4 大阪万国博覧会
1971 238.0 
1972 270.8 NHK「新平家物語」
1973 240.8 第一次石油ショック
1974 214.6 町立宮島歴史民俗資料館開館／国道 2 号西広島バイパスが地御前まで全通
1975 237.1 山陽新幹線開通／広島カープ初優勝
1976 207.8 船舶会社別になっていた桟橋が統合され、厳島港上屋・桟橋として現在の場所へオープン
1977 195.3 
1978 198.1 第 20 回自然公園大会包ヶ浦開催
1979 208.4 第二次石油ショック／広島カープ初の日本一
1980 220.3 町立宮島町伝統産業会館開館
1981 255.8 宮島水族館新装オープン／神戸ボートピア 81 開催／ MANZAI ブームにより「も

みじまんじゅう」が流行になる
1982 257.6 
1983 247.5 
1984 252.3 「銀河」就航開始／旧国鉄デスティネーションキャンペーン「SunSun ひろしま」

／宮島桟橋 —包ヶ浦間定期バスの運行開始
1985 245.4 宮島水族館「ラッコ」登場
1986 256.5 
1987 269.9 
1988 267.1 瀬戸大橋開通
1989 284.9 ソン・エ・ルミエール、海と島の博覧会
1990 285.4 大阪「花と緑の博覧会」
1991 272.8 台風 19 号嚴島神社損壊
1992 260.6 宮島キャンペーン「ふしぎあう旅」
1993 271.8 山陽自動車道開通／新広島空港開港／宮島国民宿舎新装オープン
1994 301.4 広島アジア大会／関西国際空港開港
1995 289.3 3.4 阪神大震災発生／嚴島神社御鎮座 1400 年
1996 298.0 3.3 ナタリー閉園／広島国体／メイプルライナー運行開始／世界文化遺産「嚴島神社」登録
1997 311.9 3.4 NHK 大河ドラマ「毛利元就」放映／松大船パセオカード導入
1998 268.1 2.9 明石海峡大橋開通
1999 247.5 2.7 しまなみ海道開通／ちびっ子王国開催／宮島水族館よりラッコが去りパンダイルカが登場
2000 242.3 4.8 淡路花博／国民文化祭ひろしま 2000 開催
2001 241.6 4.9 平成 13 年芸予地震
2002 260.9 6.5 英語パンフレット「Hatsukaichi GUIDE 

MAP」作成 ●

2003 263.8 5.7 嚴島神社大鳥居塗り替え
2004 262.0 5.5 台風 18 号により嚴島神社の楽房・平舞台・回廊等が大損害を受ける
2005 266.4 7.2 宮島町、廿日市市へ編入合併／廿日市市観光まちづくり懇話会設置／嚴島神社復旧／

広島県大型観光キャンペーン／ JRデスティネーションキャンペーン「ええじゃん広島県」
2006 283.2 9.5 世界文化遺産登録 10 周年イベントなどにより 12 月の来島者が過去最高となる

／厚労省地域提案型雇用創造促進事業に「観光まちづくり人材育成〈はつかい
ちのお店『みやじま』マーケット拡大、めざせ観光入込客 300 万人〉雇用創出
地域活性化計画」が採択

2007 307.6 11.5 世界文化遺産登録 10 年を経過し、その名が浸透した結果、国内外の観光客が
増加した。また、観光シーズンに好天が続いたのも大きな要因

2008 343.5 13.4 11 月末で一時休館した宮島水族館の記念イベント／日仏交流 150 周年。モン・
サン＝ミッシェル・嚴島神社との共同ポスター作成／リーマン・ショック

2009 346.5 11.2 モン・サン＝ミッシェルと観光友好都市提携 ●
2010 342.6 11.7 中国・九州北部集中豪雨／コナン・ミステリーツアー実施
2011 363.1 6.6 東日本大震災発生／「みやじマリン」オープン
2012 404.7 9.7 NHK 大河ドラマ「平清盛」放映／「平清盛館」オープン／来島者 400 万人達成 パリ市内の旅行 AGT へのトップセールス実施 ●
2013 408.5 10.4 「平清盛館」閉館／宮島歴史民俗資料館改装開館／ひろしま菓子博開催／来島者

数最高記録達成／JRデスティネーションキャンペーン「瀬戸内ひろしま、宝しま」
2014 389.9 13.7 平清盛像設置／瀬戸内しまのわ 2014 開催
2015 402.5 21.8 第 23 回世界スカウトジャンボリー in 山口開催／大型客船が五日市岸壁に相次い

で着岸／広島被爆 70 周年／ミシュラン・グリーンガイド・ジャポン改訂第 4 版に
おいて、弥山展望台からの眺望が 3 つ星を獲得

フリー Wi-Fi 整備 ●
スマートフォン用観光アプリの整備 ●
JR パスを活用したプロモーション

（広島県、広島市などと連携） ●

フランスの有力メディアの招聘（広
島県、広島市と連携） ●

世界遺産登録 20 周年に伴うフランス
プロモーション（広島県、広島市と連携）

（～ 2016）
●

2016 427.6 28.8 世界文化遺産登録 20 周年 JR パスを活用したプロモーション
（広島県、広島市などと連携） ●

航空会社と連携した台湾プロモーショ
ン（広島県、広島市、尾道市などと連携） ●

③
域
内
調
達
率
を

　
高
め
る

②
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の

消
費
単
価
を
上
げ
る

①
訪
日
外
国
人
旅
行

者
を
増
や
す

資料：廿日市市資料（注1）とヒアリング調査・各種資料より（公財）日本交通公社作成
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で
桜
の
開
花
時
期
と
重
な
る
こ
と
も
あ
り
、

近
年
で
は
外
国
人
需
要
が
カ
バ
ー
し
て
い
る

こ
と
も
多
く
、
宮
島
の
場
合
も
例
外
で
は

な
い
。
外
国
人
需
要
を
う
ま
く
取
り
込
む

こ
と
に
よ
っ
て
閑
散
期
を
減
ら
す
こ
と
に
成

功
し
て
い
る
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
宮
島
の
場
合
、
日
本
人
と
比
べ

外
国
人
の
連
泊
傾
向
が
強
く
、
そ
の
多
く

が
近
年
、
増
加
し
て
い
る
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

（
注
３
） 

や
旅
館
に
宿
泊
し
て
い
る
よ
う
だ
。

■
経
済
効
果
を
高
め
る
た
め
の

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

①
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を「
増
や
す
」

　

宮
島
が
世
界
的
に
有
名
な
観
光
地
と

な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
１
９
９
６
年
の
世

界
遺
産
登
録
に
よ
る
部
分
が
大
き
い
。
ま

た
、
そ
の
後
、「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン

ガ
イ
ド
・
ジ
ャ
ポ
ン
」
に
宮
島
と
嚴
島
神

社
が「
わ
ざ
わ
ざ
旅
行
す
る
価
値
が
あ
る
」

と
さ
れ
る
三
つ
星
を
獲
得
し
さ
ら
に
世
界

的
な
知
名
度
を
高
め
て
い
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
、
宮
島
の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は

そ
の
資
源
性
の
高
さ
か
ら
注
目
を
浴
び
る

よ
う
に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
で
宮
島

が
紹
介
さ
れ
る
機
会
が
増
え
、
外
国
人
旅

行
者
増
に
つ
な
が
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
活
動
も
宮
島
が
持
つ
「
資
源
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
他
地
域
と
連
携
し
て
効

果
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
も
の
が
多
い
。

【
日
仏
共
同
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
】

　

２
０
０
８
年
（
平
成
20
年
）
の
「
日
仏

観
光
交
流
年
」
に
は
日
仏
合
同
で
さ
ま
ざ

ま
な
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
、

そ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
フ
ラ
ン

ス
政
府
観
光
局
（
現
フ
ラ
ン
ス
観
光
開
発

機
構
）と
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）

共
同
で
作
成
し
た
ポ
ス
タ
ー
に
「
海
に
浮

か
ぶ
世
界
遺
産
で
あ
る
こ
と
」「
信
仰
の

聖
地
と
し
て
１
０
０
０
年
以
上
の
歴
史
が

あ
る
こ
と
」
な
ど
、
資
源
性
に
共
通
点
が

多
い
フ
ラ
ン
ス
の
モ
ン
・
サ
ン
＝
ミ
ッ
シ

ェ
ル
と
嚴
島
神
社
が
起
用
さ
れ
た（
図
２
）。

ま
た
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
モ
ン
・
サ
ン

＝
ミ
ッ
シ
ェ
ル
へ
の
表
敬
訪
問
、
観
光
友

好
都
市
提
携
な
ど
の
継
続
的
な
関
係
強

化
や
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
誘
客
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

　
「
こ
こ
１
週
間
ほ
ど
の
間
に
３
本
の
著

名
な
テ
レ
ビ
番
組
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。」
と
宮
島
観
光
協
会
の
飯
田
専
務
が

語
る
よ
う
に
、
近
年
で
は
国
内
で
も
宮
島

が
再
注
目
さ
れ
、
中
で
も
フ
ラ
ン
ス
の
モ

ン
・
サ
ン
＝
ミ
ッ
シ
ェ
ル
と
嚴
島
神
社
の

共
通
点
を
取
り
上
げ
た
番
組
は
反
響
も

大
き
か
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
外
国
人
旅
行
者
だ
け
で
な
く
、
日
本

人
が
我
が
国
の
観
光
資
源
を
改
め
て
見

直
す
き
っ
か
け
に
も
な
り
、
旅
行
需
要
を

喚
起
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

実
際
に
日
本
人
の
国
内
旅
行
市
場
が
低

迷
す
る
中
に
お
い
て
も
宮
島
の
場
合
、
日

本
人
の
旅
行
者
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る

よ
う
だ
。

図2  日仏共同プロモーションのポスター

提供：フランス観光開発機構

【「
瀬
戸
内
エ
リ
ア
パ
ス
」
を
使
っ
た
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
】

　

観
光
立
国
実
現
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ

ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
西
日
本
旅

客
鉄
道
、
四
国
旅
客
鉄
道
、
域
内
の
国
土

交
通
省
の
地
方
運
輸
局
、７
県（
鳥
取
県
、

島
根
県
、
岡
山
県
、
広
島
県
、
山
口
県
、

香
川
県
、
愛
媛
県
）、
５
市（
広
島
市
、

廿
日
市
市
、高
松
市
、松
山
市
、今
治
市
）、

関
西
エ
ア
ポ
ー
ト
の
官
民
が
一
体
と
な
っ

て
、
関
西
か
ら
九
州
へ
の
観
光
ル
ー
ト
を

「
西
遊
紀
行
」
と
名
付
け
、
商
品
化
や
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ

の
一
環
と
し
て
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）

よ
り
、
広
域
周
遊
ル
ー
ト
商
品
「
瀬
戸
内

エ
リ
ア
パ
ス（
注
４
）」
を
販
売
し
て
お
り
、

こ
の
取
り
組
み
に
参
画
す
る
廿
日
市
市
で

は
、
訪
日
外
国
人
の
入
国
が
多
い
関
西
空

港
や
福
岡
空
港
か
ら
広
島
エ
リ
ア
へ
の
来

訪
を
促
進
さ
せ
る
た
め
、
台
湾
、
香
港
、

タ
イ
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
メ
デ
ィ
ア
ツ

ア
ー
の
実
施
や
対
象
国
の
国
内
で
の
広
告

配
布
、
雑
誌
掲
載
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

宮
島
の
よ
う
な
地
方
の
観
光
地
の
場

合
、
そ
こ
へ
の
訪
問
を
主
目
的
と
す
る
旅

行
者
以
外
に
つ
い
て
は
、
い
か
に
認
知
し
、

立
ち
寄
っ
て
も
ら
う
か
が
重
要
と
な
る
。
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焼がき店に並ぶ外国人

そ
の
際
、「
瀬
戸
内
エ
リ
ア
パ
ス
」
の
よ
う

に
、
広
域
連
携
を
通
じ
て
、
外
国
人
の
利

用
頻
度
が
高
い
空
港
や
駅
、
観
光
地
な
ど

を
結
ぶ
ル
ー
ト
上
に
自
分
の
地
域
を
組
み

込
み
、
他
の
自
治
体
な
ど
と
共
同
で
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
や
割
安
な
商
品
を
販
売

す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
客
層
を
取
り

込
む
こ
と
が
で
き
る
一
つ
の
手
段
と
な
る

だ
ろ
う
。

②
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
消
費
単
価

を「
上
げ
る
」

　

宮
島
に
外
国
人
客
が
多
い
理
由
が
、
そ

の
資
源
性
の
高
さ
に
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
魅
力
が
広
ま
っ
て
い
く
過
程
で

受
入
態
勢
を
し
っ
か
り
と
整
え
て
き
た
こ

と
も
影
響
し
て
い
る
。

　

廿
日
市
市
観
光
課
長
の
問
可
氏
の
「
国

際
観
光
地
と
し
て
の
受
入
態
勢
が
早
く
か

ら
進
め
ら
れ
て
き
た
背
景
に
、
戦
後
し
ば

ら
く
の
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
が
宮
島

を
管
理
し
て
い
た
こ
と
、
そ
の
後
は
、
岩

国
米
軍
基
地
か
ら
保
養
目
的
で
訪
れ
る

米
兵
と
そ
の
家
族
の
存
在
が
大
き
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。」
と
の
言
葉
通
り
、
宮
島

で
は
現
在
の
よ
う
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ブ
ー

ム
以
前
か
ら
、
日
本
在
住
の
外
国
人
と
の

接
点
が
多
く
、
そ
の
影
響
か
ら
英
語
案

内
板
を
は
じ
め
と
す
る
受
入
整
備
が
早
い

段
階
か
ら
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
の
成
果
も
あ
り
、
島
内
で

の
外
国
人
の
滞
在
時
間
は
日
本
人
（
３
・

３
時
間
）
と
比
較
し
て
や
や
長
い
４・１

時
間
と
な
っ
て
い
る
。
歩
い
て
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
島
の
中
で
こ
れ
ま
で
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
た
の
か
。

【
線
か
ら
面
へ
～
新
し
い
魅
力
づ
く
り
に

よ
る
消
費
拡
大
～
】

　

飲
食
店
や
土
産
物
店
な
ど
が
軒
を
連

ね
る
表
参
道
商
店
街
は
多
く
の
観
光
客

で
賑
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
５
年
間
ほ
ど

で
、
表
参
道
商
店
街
か
ら
一
本
路
地
を
入

っ
た
場
所
で
も
土
産
物
店
、
カ
フ
ェ
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
店
舗
が
オ
ー
プ
ン
し
て
お
り

消
費
が
可
能
な
エ
リ
ア
は
拡
大
し
て
き
て

い
る
。

　

新
規
出
店
を
す
る
人
の
中
に
は
、
Ｕ
タ

ー
ン
や
地
元
の
人
に
よ
る
業
種
転
向（
例：

杓し
ゃ
く
し子

問
屋
か
ら
ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ
）
な

ど
に
加
え
、
島
外
出
身
者
が
島
内
で
営

業
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
存
在
す
る
。
島
外

出
身
者
の
場
合
、新
規
出
店
に
際
し
て
は
、

島
内
の
知
り
合
い
を
頼
り
、
場
所
を
確
保

し
て
も
ら
う
必
要
は
あ
る
が
、
地
域
内
に

排
他
的
な
雰
囲
気
は
な
く
、
島
外
者
の
起

業
を
受
け
入
れ
る
素
地
が
あ
る
こ
と
も
影

響
し
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
う
し
た
取
り
組

み
に
よ
っ
て
、
回
遊
性
向
上
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
素
泊
ま
り
・
連
泊
を
好
む
外
国

人
旅
行
者
の
泊
食
分
離
を
可
能
と
し
て

消
費
拡
大
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

【
新
た
な
魅
力
づ
く
り
に
よ
る
滞
在
時
間

の
延
長
】

　

宮
島
で
は
、
資
源
を
活
か
し
た
滞
在

時
間
の
延
長
に
関
す
る
取
り
組
み
も
進
め

て
い
る
。
例
え
ば
、
１
９
８
９
年
（
平
成

元
年
）
に
広
島
全
域
で
開
催
さ
れ
た
「
海

と
島
の
博
覧
会
」
で
は
宮
島
の
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
夜
の
幻
想

的
な
宮
島
の
風
景
を
印
象
づ
け
た
。ま
た
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
大
鳥
居
、

嚴
島
神
社
社
殿
、
五
重
塔
・
千
畳
閣
、
参

道
お
よ
び
西
松
原
沿
い
の
石
灯と

う

籠ろ
う

に
つ
い

て
夜
間
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
実
施
し
て
お

り
、
日
本
人
、
外
国
人
を
問
わ
ず
好
評
を

博
し
て
い
る（
図
３
）。
夜
間
の
ラ
イ
ト
ア
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ッ
プ
に
よ
る
滞
在
時
間
の
延
長
や
消
費
の

拡
大
に
加
え
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
風

景
を
見
に
来
る
新
た
な
客
層
の
取
り
込
み

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

宮
島
は
嚴
島
神
社
を
は
じ
め
と
し
た

歴
史
的
資
源
の
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
す
る

が
、
先
述
の
通
り
、
国
立
公
園
や
ラ
ム
サ

ー
ル
条
約
登
録
湿
地
に
も
指
定
さ
れ
て

お
り
、
自
然
資
源
の
価
値
も
非
常
に
高

い
。
特
に
弥
山
は
、
山
頂
か
ら
の
瀬
戸
内

海
の
眺
望
、
国
指
定
天
然
記
念
物
の
貴

重
な
植
生
「
瀰み

山せ
ん

原
始
林
」、
弘
法
大
師

に
由
来
す
る
神
秘
性
な
ど
が
外
国
人
旅

行
者
に
注
目
さ
れ
、
旅
行
口
コ
ミ
サ
イ
ト

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中
心
に
そ
の
魅
力
が
拡
散

さ
れ
て
お
り
、
ハ
イ
キ
ン
グ
が
て
ら
足
を

延
ば
す
外
国
人
も
多
く
、
滞
在
時
間
の

延
長
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
今
後

は
包

つ
つ
み

ヶ
浦
自
然
公
園
を
拠
点
と
し
た
自

然
散
策
や
星
空
観
察
な
ど
の
自
然
体
験

も
積
極
的
に
売
り
出
し
、
滞
在
時
間
の

延
長
と
と
も
に
新
た
な
客
層
の
取
り
込

み
も
行
っ
て
い
く
。

③
域
内
調
達
率
を「
高
め
る
」

　

宮
島
で
は
、も
み
じ
ま
ん
じ
ゅ
う
、カ
キ
、

あ
な
ご
な
ど
の
特
産
品
が
あ
り
、
土
産
物

品
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
旅
行
者

が
散
策
し
な
が
ら
楽
し
め
る
よ
う
さ
ま
ざ

ま
な
商
品
開
発
が
さ
れ
て
い
る
。
食
の
魅

力
以
外
に
宮
島
細
工
に
も
関
心
を
持
つ
外

国
人
も
い
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
特
産
品

に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
も
み
じ
ま
ん
じ

ゅ
う
に
つ
い
て
は
島
内
に
工
場
が
あ
り
域

内
調
達
率
は
高
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
島
内
で
は
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
、

も
み
じ
ま
ん
じ
ゅ
う
の
手
焼
き
体
験
、
着

物
着
付
け
体
験
や
、
年
間
４
０
０
件
と
も

言
わ
れ
る
嚴
島
神
社
で
の
結
婚
式
需
要
に

伴
い
、
近
隣
の
旅
館
ホ
テ
ル
で
着
付
け
な

ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ

も
体
験
や
サ
ー
ビ
ス
と
な
る
が
、
こ
れ
に

従
事
す
る
人
の
多
く
が
島
内
も
し
く
は

廿
日
市
市
内
の
人
で
あ
り
、
域
内
人
材
の

活
用
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。

■
経
済
効
果
向
上
に
資
す
る
取
り
組

み
の
ポ
イ
ン
ト
と
今
後
の
課
題

　

宮
島
の
こ
れ
ま
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

取
り
組
み
で
は
自
ら
仕
掛
け
て
い
く
よ
う

な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
し
て
集
客
を

す
る
施
策
は
少
な
い
。問
可
氏
に
よ
る
と
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
多
く
は
廿
日
市
市
単

独
で
行
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
広
島

県
や
広
域
連
携
自
治
体
な
ど
と
行
う
こ

と
が
多
い
と
い
う
。
し
か
し
、
長
い
歴
史

の
中
で
、
宮
島
に
し
か
な
い
歴
史
的
、
自

然
的
価
値
を
国
指
定
や
世
界
遺
産
登
録

な
ど
を
通
じ
て
「
守
る
」
こ
と
が
、
結
果

的
に
集
客
へ
つ
な
が
っ
て
い
る
と
言
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
島
の
中
心
部
を
国
の

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
重

伝
建
）
に
指
定
す
る
動
き
も
あ
り
、
今
ま

で
宮
島
が
大
切
に
し
て
き
た
資
源
を
「
守

る
」
活
動
は
今
後
も
続
い
て
い
く
。

　
一
方
で
、
問
可
氏
に
よ
る
と
、
旅
行
者

の
買
物
代
は
１
０
０
０
～
３
０
０
０
円
が

最
も
多
く
、
１
人
当
た
り
の
消
費
単
価
の

向
上
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
の
主

な
土
産
物
は
も
み
じ
ま
ん
じ
ゅ
う
、カ
キ
、

あ
な
ご
な
ど
の
海
産
物
の
加
工
品
が
中
心

図3  宮島のライトアップの様子

出典： 一般社団法人宮島観光協会ホームページ（注5）

と
な
っ
て
お
り
、
購
入
の
し
や
す
さ
が
大

き
な
魅
力
と
な
っ
て
い
る
が
、
特
に
外
国

人
の
中
に
は
、
宮
島
細
工
な
ど
の
伝
統
工

芸
へ
の
関
心
が
高
い
人
も
存
在
す
る
こ
と

か
ら
、
ま
ず
は
こ
う
し
た
客
層
を
対
象
に

ス
ト
ー
リ
ー
や
体
験
と
組
み
合
わ
せ
て
販

売
し
、
消
費
税
免
税
制
度
な
ど
も
活
用

し
た
消
費
促
進
策
が
期
待
さ
れ
る
。

（
注
１
） 「
宮
島
来
島
者
数
一
覧
表
」
よ
り
年
間
入
込

客
数
は
「
来
島
者
全
体
の
合
計
」
を
、
年
間

外
国
人
客
数
は
「
外
国
人
来
島
者
の
外
国
人

（
年
間
）」
の
数
値
を
引
用

（
注
２
） 島
内
施
設
で
の
集
計
数
値
を
も
と
に
算
出
し

て
お
り
、
実
際
の
数
値
は
こ
れ
よ
り
も
さ
ら

に
大
き
い
と
の
見
方
も
あ
る
点
に
留
意
が
必

要
で
あ
る
。

（
注
３
） 宿
泊
者
数
は
旅
館
組
合
に
加
盟
し
て
い
る
宿

泊
施
設
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
旅
館
組
合

に
加
盟
し
て
い
な
い
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
も
複
数

存
在
し
て
い
る
た
め
宿
泊
者
数
を
把
握
し
き

れ
な
い
点
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
注
４
） 関
西
空
港
か
ら
大
阪
・
京
都
・
奈
良
エ
リ
ア
、

山
陽
新
幹
線
お
よ
び
岡
山
か
ら
高
松
、松
山
、

伊
予
大
洲
な
ど
の
Ｊ
Ｒ
線
（
自
由
席
）
の
他
、

宮
島
航
路
、
広
島
と
松
山
間
の
ス
ー
パ
ー
ジ

ェ
ッ
ト
、
高
松
・
新
岡
山
港
・
日
生
港
と
小

豆
島
間
の
フ
ェ
リ
ー
、
尾
道
と
今
治
間
の
バ

ス
、
岡
山
市
内
の
路
面
電
車
、
広
島
市
内
バ

ス（
め
い
ぷ
る
～
ぷ
）
な
ど
が
乗
り
放
題
と

な
る
商
品
。
日
本
国
以
外
の
政
府
な
ど
が
発

行
し
た
旅
券
を
有
し
、「
短
期
滞
在
」
に
該

当
す
る
在
留
資
格
を
有
す
る
人
に
限
り
、
購

入
・
利
用
が
可
能
。

（
注
５
） http://w

w
w

.m
iyajim

a.or.jp/sightseeing/
ss_lightup.htm
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と
な
っ
て
お
り
、
購
入
の
し
や
す
さ
が
大

き
な
魅
力
と
な
っ
て
い
る
が
、
特
に
外
国

人
の
中
に
は
、
宮
島
細
工
な
ど
の
伝
統
工

芸
へ
の
関
心
が
高
い
人
も
存
在
す
る
こ
と

か
ら
、
ま
ず
は
こ
う
し
た
客
層
を
対
象
に

ス
ト
ー
リ
ー
や
体
験
と
組
み
合
わ
せ
て
販

売
し
、
消
費
税
免
税
制
度
な
ど
も
活
用

し
た
消
費
促
進
策
が
期
待
さ
れ
る
。

（
注
１
） 「
宮
島
来
島
者
数
一
覧
表
」
よ
り
年
間
入
込

客
数
は
「
来
島
者
全
体
の
合
計
」
を
、
年
間

外
国
人
客
数
は
「
外
国
人
来
島
者
の
外
国
人

（
年
間
）」
の
数
値
を
引
用

（
注
２
） 島
内
施
設
で
の
集
計
数
値
を
も
と
に
算
出
し

て
お
り
、
実
際
の
数
値
は
こ
れ
よ
り
も
さ
ら

に
大
き
い
と
の
見
方
も
あ
る
点
に
留
意
が
必

要
で
あ
る
。

（
注
３
） 宿
泊
者
数
は
旅
館
組
合
に
加
盟
し
て
い
る
宿

泊
施
設
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
旅
館
組
合

に
加
盟
し
て
い
な
い
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
も
複
数

存
在
し
て
い
る
た
め
宿
泊
者
数
を
把
握
し
き

れ
な
い
点
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
注
４
） 関
西
空
港
か
ら
大
阪
・
京
都
・
奈
良
エ
リ
ア
、

山
陽
新
幹
線
お
よ
び
岡
山
か
ら
高
松
、松
山
、

伊
予
大
洲
な
ど
の
Ｊ
Ｒ
線
（
自
由
席
）
の
他
、

宮
島
航
路
、
広
島
と
松
山
間
の
ス
ー
パ
ー
ジ

ェ
ッ
ト
、
高
松
・
新
岡
山
港
・
日
生
港
と
小

豆
島
間
の
フ
ェ
リ
ー
、
尾
道
と
今
治
間
の
バ

ス
、
岡
山
市
内
の
路
面
電
車
、
広
島
市
内
バ

ス（
め
い
ぷ
る
～
ぷ
）
な
ど
が
乗
り
放
題
と

な
る
商
品
。
日
本
国
以
外
の
政
府
な
ど
が
発

行
し
た
旅
券
を
有
し
、「
短
期
滞
在
」
に
該

当
す
る
在
留
資
格
を
有
す
る
人
に
限
り
、
購

入
・
利
用
が
可
能
。

（
注
５
） http://w

w
w

.m
iyajim

a.or.jp/sightseeing/
ss_lightup.htm
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山梨県
富士河口湖町

東京

横浜

●

●

●
静岡

甲府

富士吉田

御殿場富士山
富士宮
富士 沼津 熱海

鎌倉
●

●●

●

●

▲
●

●

●

【人口】26,543人（2017年3月1日現在）
【面積】158.40㎢
【年間入込客数（延べ人数）】1,158万人

（2015年・山梨県観光入込客統計調査報告書）（注1）

【年間外国人宿泊客数】54.4万人（2016年・富士河口湖町観光連盟発表資料）

市町村プロフィール　山梨県富士河口湖町

■
富
士
河
口
湖
町
の
概
要

ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
上
と
い
う
立
地

　

富
士
河
口
湖
町
は
首
都
圏
か
ら
お
よ

そ
１
０
０
㎞
の
場
所
に
位
置
し
、
富
士
山

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
河
口
湖
を
は
じ
め

と
す
る
湖
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
（
釣
り
、

カ
ヌ
ー
）、
山
や
森
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

（
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
エ
コ
ツ
ア
ー
な
ど
）、

河
口
湖
周
辺
の
温
泉
な
ど
、
豊
富
な
自
然

資
源
を
活
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み

方
が
で
き
る
観
光
地
で
あ
る
。

　

富
士
河
口
湖
町
の
観
光
地
と
し
て
の
発

展
は
中
世
に
さ
か
の
ぼ
る
。
当
時
は
信
仰

の
た
め
の
富
士
登
山
の
拠
点
と
し
て
栄

え
、
明
治
に
入
る
と
日
本
に
居
留
し
て
い

る
外
国
人
や
富
裕
層
の
避
暑
地
と
し
て
発

展
し
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
に
入
る
と
、
鉄

道
や
中
央
自
動
車
道
の
開
通
に
よ
っ
て
都

心
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
、
首
都
圏

近
郊
か
ら
手
軽
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
観
光

地
と
し
て
定
着
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

以
前
か
ら
外
国
人
旅
行
者
は
多
か
っ
た

が
、
国
全
体
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
好
調
な

こ
と
、
ま
た
こ
れ
と
関
連
し
て
訪
日
外
国

人
旅
行
者
に
人
気
が
高
い
観
光
地
を
つ
な

ぐ
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
」
上
に
富
士
河

口
湖
町
が
位
置
し
て
お
り
、
特
に
日
本
を

初
め
て
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者
は
必
ず

立
ち
寄
る
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
近
年
は
以
前
に
も
増
し
て
多
く
の
訪

日
外
国
人
旅
行
者
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

　

東
京
か
ら
河
口
湖
行
き
の
高
速
バ
ス
内

は
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
が
飛
び
交
っ
て
お

り
、
河
口
湖
周
辺
で
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を

楽
し
む
外
国
人
旅
行
者
や
、
富
士
山
を

背
景
に
自
撮
り
棒
を
使
っ
て
写
真
撮
影
を

す
る
外
国
人
旅
行
者
、
キ
ャ
リ
ー
ケ
ー
ス

を
引
い
て
歩
道
を
歩
く
外
国
人
旅
行
者

な
ど
、
町
内
の
至
る
と
こ
ろ
で
外
国
人
旅

行
者
に
遭
遇
し
、
富
士
河
口
湖
町
が
日
本

を
代
表
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
入
観
光
地

で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

富
士
河
口
湖
町
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者

　

富
士
河
口
湖
町
を
訪
れ
る
外
国
人
宿
泊

者
数
は
東
日
本
大
震
災
以
降
、
急
激
に
増

加
し
、２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
は
過
去

最
高
の
54
・４
万
人
と
なった
（
表
１
）。
主

要
国
の
内
訳
は
中
国（
31
％
）、台
湾（
19
％
）、

タ
イ
（
18
％
）
で
（
注
２
）、こ
こ
数
年
の
傾
向

で
は
、韓
国
を
除
く
東
ア
ジ
ア
（
中
国
、台
湾
、

香
港
）
と
、
東
南
ア
ジ
ア
（
タ
イ
、シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
、マレ
ー
シ
ア
）
か
ら
の
旅
行
者
が
多
い
。

特
に
近
年
は
、タ
イ
か
ら
の
旅
行
者
が
増
え

てい
る
。

　

団
体
ツ
ア
ー
客
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト

を
５
～
６
泊
程
度
か
け
て
回
り
、
河
口
湖

周
辺
ま
た
は
箱
根
周
辺
で
１
泊
す
る
ケ
ー

ス
が
多
い
。
そ
の
他
に
富
士
山
静
岡
空
港

か
ら
入
国
し
て
富
士
山
、
伊
豆
、
箱
根
に

立
ち
寄
り
、
東
京
に
向
か
う
ツ
ア
ー
も
あ

る
よ
う
だ
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
は
東
京
発
、
東
京
戻

り
も
多
い
。
な
お
、
近
年
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
が
増

え
て
き
て
い
る
（
図
）。

　

ま
た
、
町
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者
の

特
徴
と
し
て
、
季
節
変
動
が
少
な
い
点
が

挙
げ
ら
れ
る
。
桜
好
き
の
タ
イ
人
が
タ
イ

の
旧
正
月
「
ソ
ン
ク
ラ
ー
ン
」
を
利
用
し

て
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
た
こ
と
も
影
響
し
、オムニバスに並ぶFIT

2事例
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表1   富士河口湖町のこれまでの取り組みと旅行者の推移

実施年 延べ観光客数
（単位：万人）
（注1）

外国人宿泊者数
（単位：万人） 観光に関係する主な出来事 外国人誘致関連施策

1999 1,356 海外セールス開始 ●

ソウルにてトップセールス（2月） ●

2000 1,383 JRデスティネーションキャンペーン「ときめく旬感 ! 
山梨ロマン街道」／成人の日、体育の日が毎年3
連休になるハッピーマンデーがスタート

広州にてトップセールス ●

台北にてセールス ●

2001 1,223 ユニバーサルスタジオジャパン オープン／東京ディ
ズニーシー オープン／アメリカ同時多発テロ発生

台北にてトップセールス ●

2002 1,201 9.1 4月から学校完全週5日制になる／2002FIFAワー
ルドカップ日韓大会

多言語パンフレット（英・簡・繁）発行
台北にてセールス ●

上海にてトップセールス ●

2003 1,195 10.6 河口湖町、勝山村、足和田村が合併し富士河口湖町
発足／西湖いやしの里根場の整備開始／SARS流行

観光事業者向け中国語講座の開始（～ 2014年） ● ●

2004 1,259 14.9 富士河口湖町公認ネイチャーガイド養成講座・ガ
イドツアー開始

レトロバス（西湖・青木ヶ原線） ●

中国、香港、台湾、韓国にてセールス ●

2005 1,261 16.2 台湾、中国、香港、シンガポール、タイにてセールス・プロモーション ●

2006 1,291 17.2 上九一色村南部地域と合併、現町域となる／西湖
いやしの里根場が第1期オープン／観光活性化標
識ガイドラインに基づく標識整備計画策定

デザイン標識 ●

シンガポール、中国、香港、台湾、タイにてセールス・プロモーション ●

2007 1,372 18.8 観光立国推進基本法／観光立国推進基本計画 多言語サイトリニューアル（英・簡・韓） ●

台北、中国、エストニア、ベトナム、香港、オーストラリア、韓国
にてセールス・プロモーション ●

観光立町推進基本条例 ● ● ●

2008 1,409 17.7 JRデスティネーションキャンペーン「週末は山梨にいま
す。」／観光庁設立／四川大地震／リーマン・ショック

ベトナム、中国、台湾、オーストラリアにてセールス・プロモー
ション ●

2009 1,421 13.1 新型インフルエンザ流行／ 9月の大型連休、高速
道路の料金割引／高速道路休日1,000円開始

オーストラリア市場・FIT 満足度に関する調査 ●

シンガポール、ベトナム、中国、台湾、香港にてセールス・プロモーション ●

富士五湖全域に富士河口湖町と同じデザインの標識の導入 ●

旅行者の安全・安心対応マニュアル作成事業 ●

観光立町推進基本計画（2009 ～）
2010 1,112 18.1 尖閣問題 中国、タイ、シンガポール、台湾、香港にてセールス・プロモーション ●

2011 1,058 6.4 東日本大震災発生 「訪日外国人旅行者の受入環境整備事業（戦略拠点整備事業）（県） ●

中国、シンガポール、バンコクにてセールス・プロモーション ●

FIT 向けマップ（英、繁中）発行 ●

2012 1,101 11.0 尖閣問題 国立公園紹介サイト（県の事業、英・簡体・繁体・韓） ●

シンガポール、インドネシア、中国、台湾、韓国にてセールス・
プロモーション ●

やまなし Free Wi-Fi プロジェクト（県） ●

2013 1,173 15.8 円安 FIT 向けマップ発行（タイ、仏） ●

「食サイト」（英、簡中、繁中、韓）共用（県） ●

イタリア、タイ、インドネシア、韓国にてセールス・プロモーション ●

2014 1,148 25.2 「食」「宿」に関するニーズ調査の実施（～ 2015年）
／「新・やさしい観 光 情報提 供構想 」策定（～
2015年）／町観光 HPの構成・内容検討（～ 2015年）
／観光連盟の法人化・機能強化に向けた調査・研
究／円安

世界遺産サイト（県の事業、英・簡体・繁体・韓・インドネシア） ●

シンガポール、マレーシア、台湾、インドネシアにてセールス・プ
ロモーション ●

案内サインやサービスの多言語状況調査（～ 2015年） ●

外国人観光客の受け入れに関する各種セミナーの開催 ●

荷物預かり所開設に向けた検討・調整（～ 2015年） ●

JNTO との連携強化／各種プロモーション強化 ●

FIT 向け8カ国語ページ供用（英、簡、中、韓、仏、タイ、マレーシア） ● ●

観光立町推進基本計画後期（2014 ～）
2015 1,158 42.1 飲食施設・宿泊施設の魅力向上に関する勉強会

の実施（～ 2018年）／観光連盟の法人化に向けた
準備・調整／河口湖周遊バス・西湖周遊バス ダイ
ヤ改正

FIT 向けパンフレット（英）発行 ●

シンガポール、ベトナム、台湾、中国、フィリピン、インドネシ
アにてセールス・プロモーション ●

案内サインの改修整備（～ 2017年） ●

多言語化サービスに対する支援実施（～ 2017年） ● ●

スイス ツェルマットと友好都市協定 ●

「多言語ガイドライン講習会」開催 ● ●

2016
54.4

バスタ新宿開所／観光連盟 一般社団法人に／新
周遊バス「ブルーライン」新設／東京駅発の高速
バス運行開始／ビューポイントの整備内容検討

荷物預かり所開設・運営 ●

レトロバス（鳴沢・精進湖・本栖湖周遊バス） ●

外国人が楽しめるモデルコースづくり ●

成熟市場に対する高付加価値型旅行の提案 ●

JNTO の有効活用と連携強化 ●

エージェント・外国メディアとの情報交換の実施と積極的な情報提供 ●

レンタサイクル乗り捨てシステム実証実験 ●

トレッキングマップ（英）発行 ●

冬イベント情報発信（英・簡・繁・タイ） ●

北京、ツェルマットにてセールス・プロモーション ●

資料：富士河口湖町資料とヒアリング調査・各種資料より（公財）日本交通公社作成

①
訪
日
外
国
人
旅
行

者
を
増
や
す

②
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の

消
費
単
価
を
上
げ
る

③
域
内
調
達
率
を

　
高
め
る
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従
来
閑
散
期
だ
っ
た
４
月
の
需
要
を
取
り

込
み
、
平
準
化
に
貢
献
し
て
い
る
。
日
本

人
宿
泊
者
数
が
少
な
い
閑
散
月
（
12
月

～
４
月
）
に
外
国
人
旅
行
者
を
う
ま
く

取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
町
内
の
観
光

産
業
に
と
っ
て
も
安
定
的
な
雇
用
創
出
な

ど
の
効
果
を
生
み
出
し
て
い
る
。

■
経
済
効
果
を
高
め
る
た
め
の

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

①
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を「
増
や
す
」

【
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
】

　

富
士
河
口
湖
町
で
外
国
人
旅
行
者
を

積
極
的
に
受
け
入
れ
始
め
た
の
は

１
９
９
９
年
（
平
成
11
年
）。
当
初
は
ソ

ウ
ル
、
台
北
、
上
海
な
ど
近
場
国
の
首
都

や
主
要
都
市
を
対
象
と
し
た
海
外
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
（
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
や
商
談
会

で
の
出
展
、
旅
行
会
社
や
メ
デ
ィ
ア
な
ど

の
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ（
注
４
）、
パ
ワ
ー
ブ
ロ

ガ
ー
の
誘
致
な
ど
）
を
実
施
し
、そ
の
後
、

中
国
で
は
対
象
を
青
島
、
深
圳
な
ど
地
方

都
市
に
拡
大
し
た
。
２
０
１
１
年
（
平
成

23
年
）
以
降
は
東
南
ア
ジ
ア
の
都
市
（
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
バ
ン
コ
ク
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
、

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
、
ハ
ノ
イ
、
ホ
ー
チ

ミ
ン
、
マ
ニ
ラ
）
も
対
象
と
し
、
10
年
以

上
継
続
的
に
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取

り
組
ん
で
い
る（
表
２
）。

【
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
決
め
る
た
め
の
市
場
調

査
と
新
規
市
場
の
開
拓
】

　

ま
た
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
や
そ
れ
に
伴
う
調
査
も
実
施
し

図  FITの推移 （注3）
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て
い
る
。
例
え
ば
、
２
０
０
９
年
（
平
成

21
年
）
に
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
化
を
見
据
え
、
欧
米

の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
目
的
と
し
た

調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て

外
国
人
旅
行
者
向
け
の
マ
ッ
プ
を
作
成
す

る
な
ど
、
受
入
整
備
の
拡
充
に
役
立
て
ら

れ
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
韓
国
市
場
の
シ
ェ
ア
が
全
国

と
比
較
し
て
低
い
（
16
位
・
２
０
１
６
年
）

こ
と
か
ら
、
韓
国
市
場
を
対
象
に
し
た
調

査
も
実
施
。
調
査
の
結
果
、
韓
国
市
場
よ

り
も
タ
イ
市
場
を
積
極
的
に
取
り
込
ん

で
い
く
べ
き
市
場
と
判
断
し
、
現
地
で
の

海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
、
町
内
の
案
内

表
示
、
マ
ッ
プ
の
対
応
言
語
な
ど
に
タ
イ

語
で
対
応
し
て
お
り
、
施
策
決
定
の
際
の

判
断
材
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

近
年
で
は
、
新
規
市
場
と
し
て
ベ
ト
ナ

ム
と
ム
ス
リ
ム
を
狙
っ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ

ム
は
ビ
ザ
発
給
要
件
が
厳
し
い
た
め
、
当

面
は
団
体
ツ
ア
ー
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

②
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
消
費
単
価

を「
上
げ
る
」

　

積
極
的
な
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
継

続
的
に
行
っ
て
き
た
富
士
河
口
湖
町
で
は

あ
る
が
、
近
年
で
は
、
ピ
ー
ク
期
の
半
分

と
な
る
年
４
回
程
度
の
海
外
セ
ー
ル
ス
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
富
士
河
口
湖
町
観
光

課
の
久
保
氏
は
「
初
め
て
訪
れ
た
お
客
さ

ん
が
『
こ
こ
に
は
二
度
と
来
な
い
』
と
か
、

『
行
く
価
値
が
な
い
』
な
ど
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

拡
散
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
非
常
に
怖
い

で
す
。
そ
の
た
め
に
も
受
入
環
境
を
整
え

る
の
が
急
務
と
考
え
て
い
ま
す
。」
と
言

う
。
近
年
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
好
調
な
一

方
で
、
外
国
人
旅
行
者
に
来
て
も
ら
っ
た

の
は
い
い
も
の
の
、
宿
泊
施
設
や
二
次
交

通
の
受
入
態
勢
の
不
十
分
さ
か
ら
、
外
国

人
旅
行
者
が
「
ま
た
来
た
い
」
と
思
え
る

よ
う
な
満
足
で
き
る
滞
在
を
提
供
で
き
な

い
と
い
う
話
は
多
く
の
観
光
地
で
し
ば
し

ば
聞
か
れ
る
話
で
あ
る
。

　

富
士
河
口
湖
町
で
も
、
長
年
の
海
外
セ

ー
ル
ス
の
結
果
、
町
と
し
て
受
け
入
れ
ら

れ
る
外
国
人
旅
行
者
は
一
定
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
に
達
し
て
お
り
、
加
え
て
Ｆ
Ｉ
Ｔ
も
急

成
長
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
外
国
人
旅
行

者
を
「
呼
ぶ
」
段
階
か
ら
、
外
国
人
旅
行

者
に
「
満
足
し
て
も
ら
う
」
段
階
へ
と
注

力
す
べ
き
ス
テ
ー
ジ
に
移
行
し
て
お
り
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
も
魅
力
づ
く
り
や

受
入
態
勢
の
整
備
に
注
力
し
つ
つ
あ
る
。

16.7
単位：万人

（年）
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訪問年 訪問都市 うちトップセールス

1999 ソウル（9 月） ソウル

2000 広州（4 月）、台北（10 月） 広州

2001 台北（12 月） 台北

2002 台北（11 月）、上海（12 月） 上海

2003
上海、天津、青島
他、江蘇省・上海・
浙江省

2004

上海（1 月）、上海（2 月）、天津・青島他（8 月）、
江蘇省・上海・浙江省（10 月）、広東省・香港・
台湾（10 月）、ソウル（10 月）、大連・瀋陽・北
京（11 月）、天津（12 月）

2005

台北（1 月）、広州・上海（1 月）、広州・香港（2 月）、
大連・北京（7 月）、天津・北京（9 月）、台北（10
月）、昆明（11 月）、シンガポール・バンコク（11
月）、杭州（12 月）、台北（12 月）

台北、シンガポール・
バンコク

2006

シンガポール（2 月）、河南省・鄭州（3 月）、香
港・台北（4 月）、バンコク・シンガポール（8 月）、
香港・台北（9 月）、大連（10 月）、広州（12 月）、
大連・瀋陽・北京（12 月）

香港・台北

2007

台北（5 月）、台北他（6 月）、成都（6 月）、エ
ストニア（7 月）、成都・北京（7 月）、ホーチミ
ン（8 月）、北京・天津（9 月）、香港・台北（10 月）、
広州（11 月）、シドニー他（11 月）、ソウル他（12 月）

台北

2008

ハノイ・ホーチミン（1 月）、北京・青島（2 月）、
上海・広州・香港（4 月）、北京・天津（6 月）、
台北（8 月）、上海・南京・杭州（11 月）、ブリ
スベン・シドニー（12 月）

上海・広州・香港

2009

シンガポール（2 月）、ホーチミン・ハノイ（2 月）、
北京・上海（3 月）、シンガポール（8 月）、北京・
天津（6 月）、台北・台中・高雄・香港（10 月）、
上海・昆明（11 月）

2010
北京・天津（2 月）、バンコク・シンガポール（2
月）、牡丹江・北京（6 月）、上海（8 月）、台湾・
香港・東莞（9 月）、広州（9 月）

北京・天津、牡丹江・
北京

2011 大連・北京（6 月）、シンガポール・バンコク（7
～ 8 月）

シンガポール・バ
ンコク

2012
シンガポール・ジャカルタ（2 月）、上海・蘇州・
無錫（2 月）、台北（5 月）、北京・天津（5 月）、
大連・瀋陽・長春（6 月）、ソウル（10 月）

台北、北京・天津

2013 シエナ・ローマ（10 月）、バンコク・ジャカルタ
（10 月）、ソウル（10 月）

2014 シンガポール・クアラルンプール（2 月）、台北（6
月）、ジャカルタ（9 月）

シンガポール・クア
ラルンプール

2015
シンガポール（2 月）、ハノイ・ホーチミン（2 月）、
台北（6 月）、北京・上海（7 ～ 8 月）、マニラ（10 月）、
ホーチミン・ハノイ（11 月）、ジャカルタ（11 月）

ハノイ・ホーチミン

2016 北京（2 月）、ツェルマット（7 月）、北京市延慶
県（10 月）

北京、ツェルマット、
延慶県

表2   海外セールス・プロモーションの実施記録

資料：富士河口湖町資料より（公財）日本交通公社作成

【
魅
力
を
つ
く
る
―
温
泉
掘
削
―
】

　

富
士
河
口
湖
町
は
熱
海
や
箱
根
と
同

じ
富
士
火
山
帯
に
あ
り
な
が
ら
、
温
泉
に

は
縁
が
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
避
暑
地
と
し
て

発
展
し
て
き
た
た
め
、
夏
季
に
観
光
需
要

が
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
冬
季
は
閑
散
期
と
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
、
石
和
温
泉
な
ど
、
周

辺
の
温
泉
観
光
地
に
宿
泊
客
を
取
ら
れ
て

し
ま
う
こ
と
も
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ

こ
で
、
町
で
は
昭
和
50
年
代
か
ら
温
泉
掘

削
を
行
い
、
１
９
９
５
年
（
平
成
７
年
）

に
よ
う
や
く
掘
削
に
成
功
し
、
５
カ
所
で

温
泉
が
湧
い
た
こ
と
に
よ
り
、
冬
季
も
温

泉
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
年
間
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な

魅
力
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
環
境
づ

く
り
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
温
泉
掘
削
に

よ
っ
て
町
内
の
雇
用
環
境
に
も
変
化
が
生

ま
れ
た
。
従
来
、
町
内
の
宿
泊
業
な
ど
で

は
、
閑
散
期
と
な
る
12
月
～
翌
年
３
月

ま
で
の
間
は
一
度
従
業
員
と
の
雇
用
関
係

を
解
消
し
、
４
月
か
ら
新
た
に
雇
用
関
係

を
結
ぶ
こ
と
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
た
が
、

温
泉
採
掘
に
よ
っ
て
、
通
年
営
業
が
可
能

と
な
り
、
安
定
的
な
雇
用
を
実
現
し
た
。

【
魅
力
を
つ
な
ぐ
―
ハ
ー
ド
（
レ
ト
ロ
バ

ス
・
オ
ム
ニ
バ
ス
）
と
ソ
フ
ト
（
モ
デ
ル

コ
ー
ス
）の
両
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
―
】

　

従
来
の
河
口
湖
畔
を
中
心
と
し
た
自

然
資
源
だ
け
で
な
く
、
温
泉
と
い
う
魅
力

も
加
わ
り
、
町
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
観
光

資
源
が
点
在
し
て
い
る
が
、
旅
行
者
に
と

っ
て
は
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
こ
れ
ら

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
間
を
で
き
る
だ
け
効

率
的
に
移
動
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

町
で
は
こ
う
し
た
魅
力
を
「
つ
な
ぐ
」
た

め
の
取
り
組
み
も
進
め
て
い
る
。

　

ハ
ー
ド
整
備
と
し
て
は
、
観
光
バ
ス
の

「
レ
ト
ロ
バ
ス
」
と
「
オ
ム
ニ
バ
ス
」
が
挙

げ
ら
れ
る
。
１
９
９
５
年
に
主
要
観
光
施

設
を
巡
る
「
河
口
湖
周
遊
バ
ス
」（
レ
ッ
ド

ラ
イ
ン
）
が
開
設
さ
れ
た
当
初
は
高
齢
者

や
女
性
を
主
な
対
象
と
し
、
運
行
は
地
元

の
富
士
急
行
バ
ス
が
担
い
、
車
両
購
入
に

係
る
費
用
の
一
部
は
町
で
補
助
、
運
行
に

際
し
て
赤
字
が
出
た
場
合
は
町
が
補ほ

填て
ん

（
注
５
）
す
る
と
い
う
仕
組
み
で
開
始
し
た
。

赤
字
分
の
補
填
を
避
け
る
た
め
、
町
で
は

施
設
整
備
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
の
施
策

を
打
ち
続
け
た
結
果
、
３
年
目
の

１
９
９
７
年
（
平
成
９
年
）
に
は
黒
字
に

転
換
し
た
。
２
０
０
４
年
（
平
成
16
年
）

に
は
、
新
た
に
「
西
湖
周
遊
バ
ス
」（
グ
リ

ー
ン
ラ
イ
ン
）も
開
設
し
、２
０
１
４
年（
平

成
26
年
）に
は
黒
字
に
転
じ
て
い
る
。
さ

ら
に
２
０
１
６
年
４
月
か
ら
「
鳴
沢
・
精

進
湖
・
本
栖
湖
周
遊
バ
ス
」（
ブ
ル
ー
ラ
イ

ン
）
を
新
設
し
、
町
内
に
は
現
在
３
本
の

バ
ス
路
線
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
路
線
増
加
だ
け
で
な
く
、
運
行
間
隔
も

レ
ッ
ド
ラ
イ
ン
は
30
分
間
隔
か
ら
15
分
間

隔
と
次
第
に
短
く
な
っ
て
お
り
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ

の
増
加
で
、
こ
れ
ら
の
バ
ス
が
果
た
す
役

割
も
年
々
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
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査
の
結
果
か
ら
、
外
国
人
旅
行
者
の
場

合
、「
見
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
」
を
押
さ
え
、

移
動
効
率
に
も
配
慮
し
た
モ
デ
ル
コ
ー
ス

や
食
の
情
報
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
い
と

い
う
結
果
を
受
け
、「
２
時
間
コ
ー
ス
（
徒

歩
）」「
半
日
コ
ー
ス（
観
光
バ
ス
）」「
一
日

コ
ー
ス（
観
光
バ
ス
）」「
半
日
コ
ー
ス（
自

転
車
）」
な
ど
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
提
示

し
た
多
言
語
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
る
。

　

町
内
に
点
在
し
て
い
る
観
光
資
源
が
ハ

ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
つ
な
が
っ
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
町
内
の
回
遊
性
の
向
上
と
、

町
内
の
滞
在
時
間
の
増
加
や
そ
れ
に
伴
っ

た
消
費
機
会
の
増
加
に
貢
献
し
て
い
る
。

③
域
内
調
達
率
を「
高
め
る
」　

　
「
外
国
人
旅
行
者
を
日
常
的
に
見
か
け

た
り
、
例
え
ば
自
分
の
子
ど
も
が
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
見
い
だ

す
と
親
も
や
る
気
に
な
っ
た
り
、
観
光
事

業
者
の
方
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
に

積
極
的
に
な
る
き
っ
か
け
は
『
実
感
あ
る

も
の
』
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。」
と
、

久
保
氏
は
語
る
。
異
業
種
と
の
連
携
や
域

内
人
材
の
活
用
に
お
い
て
は
こ
う
し
た
分

か
り
や
す
い
「
気
づ
き
」
が
必
要
と
な
る

だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ま
で
も
富
士
河
口
湖
町
で
は
地
元

企
業
と
連
携
し
て
特
産
品
の
開
発
な
ど
を

行って
き
て
い
る
が
、
継
続
的
な
取
り
組
み

に
発
展
す
る
こ
と
な
く
、
ま
だ
課
題
を
残

し
て
い
る
。
今
後
は
観
光
以
外
の
業
種
事

業
者
に
「
実
感
あ
る
も
の
」
を
ど
う
見
せ
、

連
携
で
き
る
か
が
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

■
経
済
効
果
向
上
に
資
す
る
取
り
組

み
の
ポ
イ
ン
ト
と
今
後
の
課
題

　

富
士
河
口
湖
町
の
訪
日
外
国
人
旅
行

者
関
連
施
策
の
注
目
す
べ
き
点
は
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
市
場
動
向
に
合
わ
せ
て
注
力
す

る
施
策
を
変
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
だ
。

　

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
誘
致
を
始
め
た

１
９
９
９
年
か
ら
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

２
０
０
８
年
（
平
成
20
年
）
頃
ま
で
お
よ

そ
10
年
間
、
海
外
セ
ー
ル
ス
を
中
心
に
注

力
し
、
そ
の
結
果
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者

数
は
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
。
ま
た
、
町

内
の
観
光
資
源
を
ソ
フ
ト
で
「
つ
な
ぐ
」

マ
ッ
プ
、
ハ
ー
ド
で
「
つ
な
ぐ
」
観
光
周
遊

バ
ス
な
ど
は
、
単
体
で
は
訴
求
力
が
弱
い

観
光
資
源
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
滞
在
時
間
の
延
伸
に
寄
与
し
て
い
る
。

　
一
方
、
今
後
、
ま
す
ま
す
訪
日
外
国
人

が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
こ

れ
ら
の
需
要
を
受
け
止
め
る
た
め
に
は
、

消
費
拠
点
を
増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
町
で
は
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
積
極

的
に
受
け
入
れ
る
店
舗
が
増
え
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
が
、
多
く
の
商
店
が
地
域

住
民
を
主
な
客
層
と
し
て
お
り
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
応
に
積
極
的
な
経
営
者
は
ま
だ

少
な
い
。
一
方
で
、
町
外
の
若
者
を
中
心

に
空
き
店
舗
な
ど
を
利
用
し
た
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
、
飲

食
店
な
ど
の
拠
点
も
生
ま
れ
始
め
て
お

り
、
今
後
は
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
対
す

る
支
援
が
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

商
品
の
品
揃ぞ

ろ

え
を
増
や
す
こ
と
も
重

要
と
な
る
。
近
年
で
は
地
元
企
業
に
よ
っ

て
、
土
産
物
用
の
日
本
酒
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー

せ
っ
け
ん
、
ク
ッ
キ
ー
な
ど
が
販
売
さ
れ

て
い
る
が
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
に
と
っ

て
「
買
い
物
」
が
観
光
地
で
の
魅
力
的
な

活
動
の
一
つ
で
あ
り
、
現
在
で
も
菓
子
類

や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
を
中
心
に
消
費
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
町
内
の
産

業
と
結
び
つ
い
た
特
産
品
開
発
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

　

経
済
効
果
を
高
め
る
た
め
に
重
要
な

「
域
内
調
達
率
の
向
上
」
に
つ
い
て
は
課

題
を
残
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
旅
館
や
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
に
お
い
て
地
場
農
産
品
を

活
用
し
よ
う
と
思
っ
て
も
、
旅
館
や
レ
ス

ト
ラ
ン
に
と
っ
て
は
、
コ
ス
ト
に
見
合
う

か
と
い
う
点
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
や
、

で
き
る
だ
け
良
い
も
の
を
提
供
し
た
い
と

い
う
思
い
が
あ
る
た
め
、
い
ず
れ
か
に
応

え
得
る
も
の
で
な
い
と
地
場
産
品
の
活
用

は
難
し
い
。
地
場
の
野
菜
は
生
産
量
が
少

な
く
安
定
的
な
供
給
が
難
し
い
点
も
課

題
と
な
る
だ
ろ
う
。
今
後
は
農
家
な
ど
の

異
業
種
と
の
連
携
に
期
待
し
た
い
。

　
「
富
士
河
口
湖
町
の
観
光
行
政
は
、
小

佐
野
町
長
時
代
は
町
長
自
ら
が
主
導
し
て

温
泉
掘
削
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
後
は
行

政
主
導
の
傾
向
が
強
か
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
２
０
１
６
年
に
『
富
士
河
口
湖
町
観

光
連
盟
』
が
一
般
社
団
法
人
化
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
民
間
主
導
へ
と
変
革
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
は
行
政
が
イ
ベ
ン

ト
準
備
や
海
外
セ
ー
ル
ス
も
率
先
し
て
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、『
富
士
河
口
湖
町
観

光
連
盟
』
が
法
人
化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

行
政
本
来
の
役
割
で
あ
る
イ
ン
フ
ラ
や
統

計
の
整
備
に
注
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
役
割
が
明
確
化
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さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
後
は
官
民
一

体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
き
ち
ん
と
行
え

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と

言
う
久
保
氏
の
言
葉
に
も
あ
る
よ
う
に
、

富
士
河
口
湖
町
で
は
観
光
施
策
面
で
新
た

な
転
換
期
を
迎
え
、
官
民
の
役
割
が
明
確

化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
後
一
層
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
観
光
施
策
が

展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

（
注
１
） 観
光
客
数
に
つ
い
て
は
平
成
11
年
～
平
成
21

年
ま
で
は
「
山
梨
県
観
光
客
動
態
調
査
報
告

書 

観
光
客
月
別
一
覧
表
（
延
べ
人
数
）」 

を
、

平
成
22
年
以
降
は
「
山
梨
県
観
光
入
込
客
統

計
調
査
報
告
書 

観
光
客
圏
域
別
月
別
一
覧

表
（
延
べ
人
数
）」
を
適
用
。
調
査
期
間
は

い
ず
れ
も
暦
年
と
な
っ
て
い
る
が
、
平
成
22

年
は
平
成
22
年
４
月
１
日
～
平
成
23
年
３
月

31
日
の
年
度
調
査
と
な
っ
て
い
る
。

 

な
お
、
本
稿
で
は
経
年
変
化
を
把
握
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
た
め
、
中
長
期
的
に
観
光

入
込
客
数
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
山

梨
県
観
光
客
動
態
調
査
報
告
書
」
と
「
山
梨

県
観
光
入
込
客
統
計
調
査
報
告
書
」
を
用
い

た
。
そ
の
た
め
、
①
平
成
22
年
以
降
、
調
査

方
法
が
大
幅
に
変
更
さ
れ
て
い
る
点
、
②
富

士
河
口
湖
町
を
含
む
「
富
士
吉
田
・
河
口
湖
・

三
つ
峠
周
辺
」
と
「
本
栖
湖
・
精
進
湖
・
西

湖
周
辺
」
の
観
光
入
込
客
数
の
合
計
を
用
い

て
い
る
た
め
、
富
士
河
口
湖
町
に
加
え
、
富

士
吉
田
市
、
鳴
沢
村
も
含
ん
だ
数
値
で
あ
る

点
に
つ
い
て
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
注
２
） 富
士
河
口
湖
町
観
光
連
盟
発
表
資
料
に
よ
る
。

（
注
３
） 富
士
河
口
湖
観
光
総
合
案
内
所
の
外
国
人
来

所
者
数
。

（
注
４
） 町
単
独
で
は
な
く
、
国
、
県
、
広
域
圏
事
業

と
し
て
行
う
こ
と
が
多
い
。

（
注
５
） 上
限
額
あ
り
。

●
名古屋

白川村

高山

郡上
下呂

松本

伊那●

●

●

●

●

●

●

●

金沢
富山

【人口】89,746人（2017年3月1日現在）
【面積】2,178㎢
【年間入込客数】4,511,000人（注1）（2016年・高山市報道発表資料）
【年間外国人宿泊客数】461,253人（2016年・高山市報道発表資料）
【外国人割合】21％（注2）（2016年・高山市報道発表資料）

市町村プロフィール　岐阜県高山市

3事例

岐
阜
県
高
山
市

■
高
山
市
の
概
要

国
際
観
光
都
市
・
高
山

　

高
山
市
は
１
９
７
７
年
（
昭
和
52
年
）

に
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
指
定

さ
れ
た
上
三
之
町
や
高
山
祭
な
ど
、
歴
史

的
文
化
資
源
や
、
温
泉
、
山
岳
景
観
な

ど
の
豊
か
な
自
然
資
源
に
恵
ま
れ
た
ま
ち

で
あ
る
。
国
内
の
主
要
空
港
や
駅
か
ら
は

い
ず
れ
も
最
低
２
時
間
以
上
を
要
し
、
決

し
て
交
通
の
便
が
良
い
と
は
言
え
な
い

が
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

る
国
際
観
光
都
市
で
あ
る
。
近
年
、
好
調

な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
影
響
も
あ
り
、
高
山

市
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者
数
は
20
年

前
の
約
10
倍
に
急
増
し
て
い
る
。

　

高
山
市
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
施
策
の
本
格

的
な
始
ま
り
は
１
９
８
６
年（
昭
和
61
年
）

に
飛
騨
地
域
１
市
19
町
村
が
国
際
観
光

モ
デ
ル
地
区（
注
３
）に
指
定
さ
れ
た
こ
と

に
さ
か
の
ぼ
る
。
同
年
「
国
際
観
光
都
市

宣
言
」
を
行
い
、
日
本
全
体
で
は
外
国
人

旅
行
者
が
ま
だ
ま
だ
少
な
い
状
況
の
中
、

「
外
国
人
観
光
客
が
安
心
し
て
ひ
と
り
歩

き
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、

今
日
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

進
め
て
き
て
い
る
。

　

高
山
市
ブ
ラ
ン
ド
・
海
外
戦
略
部
長
の

田
中
氏
は
「
な
ぜ
交
通
の
便
が
悪
い
場
所

に
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
来
て

い
る
の
か
聞
か
れ
ま
す
が
、
30
年
と
い
う

長
い
時
間
を
か
け
て
取
り
組
ん
だ
成
果
だ

と
思
い
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
王
道
は

あ
り
ま
せ
ん
。
一
つ
一
つ
の
取
り
組
み
を

５
年
先
、
10
年
先
を
見
据
え
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。」
と
語
る
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
成
果
も
あ
り
、

２
０
０
９
年
（
平
成
21
年
）
に
は
「
ミ
シ

ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
・
ガ
イ
ド
」
で
三
つ

星
を
獲
得
し
、
世
界
的
に
も
注
目
を
集
め

る
観
光
地
と
な
っ
た
。

海
外
へ
の
職
員
の
戦
略
派
遣

　

現
在
は
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

２
０
０
５
年
（
平
成
17
年
）
の
合
併
当
時

か
ら
約
７
千
人
減
の
約
９
万
人
に
ま
で
人

口
が
減
少
し
て
お
り
、
域
内
（
市
内
）
の

市
場
が
縮
小
し
て
い
く
中
、
域
外
か
ら
稼

い
で
市
民
に
還
元
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
海
外
か
ら
の
誘
客
・
物
販
・
交
流
を

一
体
化
し
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た

め
、
２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）
４
月
に

「
海
外
戦
略
室
」（
当
時（
注
４
））
が
立
ち

上
げ
ら
れ
た
。
海
外
戦
略
室
の
設
置
と
同

時
に
海
外
も
含
め
た
職
員
派
遣
を
行
っ
て
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●
●

●

●
JNTO（パリ事務所）

JNTO（香港事務所）
観光庁
JETRO
JNTO

デンバー総領事館

アジア
57.9％ヨーロッパ

19.3％

北米  6.0％
中南米  1.1％

オセアニア  5.0％
アフリカ  0.2％

不詳
10.5％

さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
後
は
官
民
一

体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
き
ち
ん
と
行
え

る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と

言
う
久
保
氏
の
言
葉
に
も
あ
る
よ
う
に
、

富
士
河
口
湖
町
で
は
観
光
施
策
面
で
新
た

な
転
換
期
を
迎
え
、
官
民
の
役
割
が
明
確

化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
後
一
層
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
観
光
施
策
が

展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

（
注
１
） 観
光
客
数
に
つ
い
て
は
平
成
11
年
～
平
成
21

年
ま
で
は
「
山
梨
県
観
光
客
動
態
調
査
報
告

書 

観
光
客
月
別
一
覧
表
（
延
べ
人
数
）」 

を
、

平
成
22
年
以
降
は
「
山
梨
県
観
光
入
込
客
統

計
調
査
報
告
書 

観
光
客
圏
域
別
月
別
一
覧

表
（
延
べ
人
数
）」
を
適
用
。
調
査
期
間
は

い
ず
れ
も
暦
年
と
な
っ
て
い
る
が
、
平
成
22

年
は
平
成
22
年
４
月
１
日
～
平
成
23
年
３
月

31
日
の
年
度
調
査
と
な
っ
て
い
る
。

 

な
お
、
本
稿
で
は
経
年
変
化
を
把
握
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
た
め
、
中
長
期
的
に
観
光

入
込
客
数
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
山

梨
県
観
光
客
動
態
調
査
報
告
書
」
と
「
山
梨

県
観
光
入
込
客
統
計
調
査
報
告
書
」
を
用
い

た
。
そ
の
た
め
、
①
平
成
22
年
以
降
、
調
査

方
法
が
大
幅
に
変
更
さ
れ
て
い
る
点
、
②
富

士
河
口
湖
町
を
含
む
「
富
士
吉
田
・
河
口
湖
・

三
つ
峠
周
辺
」
と
「
本
栖
湖
・
精
進
湖
・
西

湖
周
辺
」
の
観
光
入
込
客
数
の
合
計
を
用
い

て
い
る
た
め
、
富
士
河
口
湖
町
に
加
え
、
富

士
吉
田
市
、
鳴
沢
村
も
含
ん
だ
数
値
で
あ
る

点
に
つ
い
て
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
注
２
） 富
士
河
口
湖
町
観
光
連
盟
発
表
資
料
に
よ
る
。

（
注
３
） 富
士
河
口
湖
観
光
総
合
案
内
所
の
外
国
人
来

所
者
数
。

（
注
４
） 町
単
独
で
は
な
く
、
国
、
県
、
広
域
圏
事
業

と
し
て
行
う
こ
と
が
多
い
。

（
注
５
） 上
限
額
あ
り
。

順位 国名 人数（人） 構成比
1 位 台湾 74,396 20.4％
2 位 香港 38,190 10.5％
3 位 タイ 30,402 8.3％
4 位 中国 17,135 4.7％
5 位 アメリカ 16,914 4.6％
6 位 オーストラリア 16,877 4.6％
7 位 スペイン 16,084 4.4％
8 位 シンガポール 12,115 3.3％
9 位 マレーシア 11,285 3.1％

10 位 イギリス 10,982 3.0％
資料：「平成27年観光統計」（高山市）より（公財）日本交通公社作成

資料：高山市へのヒアリング調査より（公財）日本交通公社作成

旅
行
者
も
増
え
始
め
て
い
る（
表
１
）。

　

日
本
人
旅
行
者
の
ピ
ー
ク
は
夏
休
み
の

８
月
と
な
っ
て
お
り
、
通
常
、
冬
季
は
閑

散
期
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
時
期
に
ア

ジ
ア
か
ら
の
旅
行
者
が
増
え
、
現
在
は
年

間
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
旅
行
者
が

往
来
し
て
い
る
。

■
経
済
効
果
を
高
め
る
た
め
の

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

①
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を「
増
や
す
」

　

高
山
市
で
は
特
定
の
国
や
地
域（
市
場
）

に
注
力
す
る
よ
う
な
誘
客
を
行
っ
て
い
な

い
。
観
光
は
天
災
や
政
治
不
安
な
ど
の
外

部
環
境
の
変
化
に
左
右
さ
れ
や
す
く
、
特

定
の
市
場
に
絞
る
こ
と
は
リ
ス
ク
が
大
き

い
と
い
う
考
え
方
か
ら
だ
。
あ
え
て
「
選

択
と
集
中
を
し
な
い
」
戦
略
に
基
づ
い
て

高
山
市
が
進
め
る
取
り
組
み
と
は
―
。

【
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
き
っ
か
け
と
し
た

継
続
的
な
セ
ー
ル
ス
活
動
】

　

現
市
長
が
就
任
し
て
以
降
、
年
間
５
回

程
度
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
実
施
し
て
い

る
。
決
し
て
少
な
く
は
な
い
回
数
だ
が
、

ま
ず
は
市
長
が
相
手
国
の
企
業
の
ト
ッ
プ

い
る
。
派
遣
さ
れ
た
職
員
は
派
遣
先
の
業

務
に
加
え
、
本
庁
の
職
員
や
部
署
と
連
携

し
て
関
係
事
業
者
や
機
関
に
対
す
る
営

業
活
動
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
を

行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
従
来
の

研
修
を
主
目
的
と
し
た
派
遣
と
は
異
な

り
、
高
山
市
の
職
員
と
し
て
ど
の
よ
う
に

活
動
す
る
か
を
意
識
し
て
行
動
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
「
戦
略
派
遣
」

と
名
付
け
て
い
る
。
現
在
は
、
30
～
40
代

の
職
員
を
中
心
に
観
光
庁
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
、

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
（
東
京
、
香
港
、
パ
リ
）、
外

務
省
デ
ン
バ
ー
総
領
事
館
、
セ
ン
ト
レ
ア

に
派
遣
し
て
い
る
（
図
１
）。

高
山
市
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者

　

２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
に
高
山
市

を
訪
れ
た
観
光
客
は
４
５
１
万
人
と
な
っ

て
お
り
、
宿
泊
客
は
そ
の
約
半
数
の

２
１
９
万
人
、
そ
の
う
ち
外
国
人
旅
行
者

（
宿
泊
者
）
は
46
万
人
（
21
％
）
と
な
っ
て

い
る
。
高
山
市
を
訪
れ
る
訪
日
外
国
人
の

特
色
と
し
て
、
欧
米
豪
の
割
合
が
日
本
全

体
の
構
成
比
と
比
較
し
て
高
い
こ
と
が
特

徴
で
あ
る（
図
２
）。
し
か
し
、
以
前
は
上

位
10
位
圏
外
だ
っ
た
中
国
が
４
位
ま
で
浮

上
す
る
な
ど
、
近
年
で
は
ア
ジ
ア
か
ら
の

図2   外国人宿泊者の国籍別構成比

資料：
「平成27年観光統計」（高山市）より
（公財）日本交通公社作成

表1   外国人宿泊者数上位10カ国

図1   高山市職員の派遣先
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実施年 観光客数
（単位：万人）

外国人宿泊者数
（単位：万人） 観光に関係する主な出来事 外国人誘致関連施策

1960 アメリカコロラド州デンバー市と姉妹都市提携 ●

1965 初の敬老の日
1966 19.2 上三之町街並保存会結成。国鉄の周遊地に指定される／初

の建国記念の日
1968 38.0 観光映画「飛騨の高山」が全日本観光映画コンクールで16ミ

リ部門最優秀賞を受賞
1970 66.0 国鉄キャンペーン「ディスカバージャパン」「心のふるさと飛騨

高山」として全国的に注目を浴びる
1971 104.3 長野県松本市と姉妹都市提携
1973 162.6 第一次石油ショック／乗鞍スカイライン開通
1976 205.2 
1979 193.4 第二次石油ショック
1982 185.6 社団法人飛騨高山観光協会発足（高山観光協会から法人化）

／東北新幹線開業／上越新幹線開業
1984 197.0 高山本線全線開通・高山駅開業50周年
1985 186.8 英語版観光パンフレット作成（JNTO） ●

1986 230.8 国際観光都市宣言。国際観光モデル地区に指定 ●
観光案内誘導看板整備（英文併記） ●

1987 212.2 飛騨観光案内所（JR 高山駅前）「i」案内所に指定 ●

1989 218.8 首都圏キャンペーン開始
1990 251.8 特急「ワイドビューひだ」高山－名古屋間8往復 五カ国語会話集作成（英・仏・独・韓・中） ●

1992 3.5 
1993 2.4 
1994 230.5 3.0 高山本線全線開通・高山駅開業60周年記念 SL 運行
1995 2.3 
1996 230.2 2.4 関西キャンペーン開始。旅フェアに出展開始 インターネットによる観光情報発信開始（日・英） ●

1997 2.9 
1998 293.2 3.3 東海北陸自動車道と名神高速道路一宮 JCT 接続／飛騨高山

温泉利用組合設立
外客来訪促進地域に指定 ●
ウエルカムマップ（英語）作成。 ●
中国語（繁体字）版パンフレット作成（JNTO） ●

1999 269.7 4.0 特急「ワイドビューひだ」高山－名古屋間10往復。特急「ワイドビュー
ひだ」高山―大阪間1往復。東海北陸自動車道荘川 IC 供用開始

飛騨・高山コンベンションビューロー設立 ● ● ●
国際会議都市に指定 ● ●

2000 268.0 3.7 
2001 321.8 4.0 飛騨高山ふれあい 21事業（観光客300万人突破） 中国語（簡体字）版観光パンフレット作成（JNTO） ●

2002 318.3 4.8 飛騨高山ふれあい 21パートⅡ事業／メイヒライナー増便高山
－名古屋間9往復

中国雲南省麗江市と友好都市提携 ●
観光ホームページに中国語（繁体字）と韓国語を追加 ●

2003 300.8 4.8 飛騨ふれあい 21パートⅢ事業／乗鞍スカイラインで環境保護
のためマイカー規制開始

観光ホームページに中国語（簡体字）を追加 ●

2004 281.7 6.1 第1回優秀観光地づくり賞金賞・国土交通大臣賞受賞／中部
縦貫自動車道高山西 IC 供用開始

観光ホームページにドイツ語、フランス語、イタリア
語を追加 ●

2005 425.7 9.0 合併により新・高山市が誕生／中部国際空港（セントレア）
開港／愛・地球博開催

2006 419.4 10.7 
2007 434.5 13.2 JR6 社による岐阜県ディスティネーションキャンペーン／ミシュ

ラン・オレンジブックにて三つ星獲得
外国語版ぶらり散策マップ作成（英語・中国語簡体字・
中国語繁体字・フランス語・イタリア語） ●

2008 426.1 17.1 フランス語版観光パンフレット作成（JNTO） ●
外国語版ぶらり散策マップ作成（スペイン語・ドイツ語） ●
CITM2008（上海）に出展（高山市単独） ●
観光ホームページにタイ語を追加 ●

2009 404.0 14.8 松本・高山・金沢・白川郷誘客協議会を設立 BITE2009（北京）に出展（高山市単独） ●
ITE2009（香港）に出展（高山市単独） ●
CITM2009（昆明）に出展（高山市単独） ●
外国語版ぶらり散策マップ作成（韓国語） ●

2010 381.2 18.7 外国語版ぶらり散策マップ作成（タイ語） ●
WTF2010（上海）に出展（クレア北京のブースに参加） ●

2011 348.1 9.5 東日本大震災発生 海外戦略室設置（国際誘客、外販、文化交流） ● ●
外 国 語 ホームペー ジ 全 面リニ ューアル。 英 語 版
facebook（SNS）、中国版ウェイボ（SNS）。 ●

受入環境水準向上事業 ●
TITF2011（タイ）に出展（広域連携） ●
CITE（広州）に出展（高山市単独） ●

2012 376.9 15.1 観光庁長官表彰 昇龍道プロジェクトへ参加 ●

古い町並み等外国語ガイド ●
ルーマニア シビウ市と友好都市提携 ●
ソラマチタウン ラ・ソラシドでの飛騨の食材 PR ● ●

2013 394.5 22.5 北陸飛騨3つ星街道誘客推進協議会設立、飛騨地酒ツーリズ
ム協議会設立。飛騨高山おもてなし文化振興協会設立

ペルー共和国ウルバンバ郡と友好都市提携 ●

2014 402.5 28.0 無料 Wi-Fi スポット12カ所整備
2015 434.1 36.4 北陸新幹線開業 外国語版ぶらり散策マップ作成（ヘブライ語） ●

表2   高山市のこれまでの取り組みと旅行者の推移

資料：高山市資料（注1）とヒアリング調査・各種資料より（公財）日本交通公社作成

①
訪
日
外
国
人
旅
行

者
を
増
や
す

②
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の

消
費
単
価
を
上
げ
る

③
域
内
調
達
率
を

　
高
め
る
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と
商
談
し
、
そ
の
後
、
現
場
に
引
き
継
ぐ

と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
実
績
を
上
げ
て
い

る
。
現
場
に
引
き
継
が
れ
た
後
の
留
意
点

と
し
て
、
田
中
氏
は
「
自
治
体
だ
け
で
海

外
セ
ー
ル
ス
を
し
て
も
大
き
な
成
果
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
も
民
間
事
業
者

に
中
心
と
な
っ
て
交
渉
を
し
て
も
ら
い
、

行
政
は
そ
の
下
支
え
を
す
る
こ
と
が
役
割

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と
語
る
。
田
中
氏

に
よ
る
と
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
後
の
フ
ォ

ロ
ー
も
重
要
と
な
る
。
一
度
訪
問
し
て
終

了
す
る
の
で
は
な
く
、
毎
月
も
し
く
は
そ

れ
に
近
い
形
で
セ
ー
ル
ス
を
継
続
す
る
こ

と
が
先
方
と
の
関
係
構
築
に
は
必
要
不
可

欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

【
Wi-

Fi
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通
じ
た
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
デ
ー
タ
の
獲
得
】

　

高
山
市
で
は
外
国
人
旅
行
者
に
対
し

て
、
ま
ち
な
か
で
７
日
間
無
料
で
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

「Free W
i-Fi TA

K
AYA

M
A

」
を
実
施

し
て
い
る
。
こ
の
取
り
組
み
の
目
的
の
１

点
目
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
外
国
人

旅
行
者
に
対
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

の
提
供
、
２
点
目
は
高
山
の
天
候
の
変
化

や
季
節
の
催
し
な
ど
、
滞
在
中
の
旬
な
情

報
提
供
、
３
点
目
が
Wi-

Fi
登
録
の
際
に

得
た
情
報
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
活
用
す

る
こ
と
で
あ
る
。
外
国
人
旅
行
者
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
自
分
の
国
へ
戻
っ
て

も
高
山
の
情
報
を
希
望
す
る
人
が
25
％

程
度
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
高
山
市
が
海
外
の

旅
行
博
に
出
展
す
る
際
は
そ
の
国
に
居
住

し
て
い
る
人
を
対
象
に
案
内
メ
ー
ル
を
送

付
す
る
な
ど
、
リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

【
市
場
ご
と
に
異
な
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
】

　

高
山
市
で
は
海
外
旅
行
者
向
け
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
、
高
山
に
来
る
前
の
旅
行
者
を

対
象
に
海
外
で
配
布
す
る
も
の
１
種
類
、

高
山
に
来
て
い
る
旅
行
者
を
対
象
に
市
内

で
配
布
す
る
も
の
２
種
類
の
合
計
３
種
類

を
作
成
し
て
い
る
。
海
外
で
配
布
し
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
写
真
を
メ
イ
ン
と

し
、
詳
細
な
情
報
は
あ
え
て
掲
載
し
て
い

な
い
。
当
初
は
ど
の
市
場
に
向
け
て
も
同

じ
デ
ザ
イ
ン
、内
容
を
掲
載
し
て
い
た
が
、

あ
る
時
、
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
参
加
者
か
ら

の
指
摘
を
受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
対

象
国
ご
と
に
デ
ザ
イ
ン
や
内
容
を
変
更
し

た（
図
３
）。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
表
紙
デ
ザ
イ
ン
や
内

容
は
市
役
所
内
部
で
意
見
を
出
し
合
っ
て

作
成
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
語

版
で
は
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
パ
リ
事
務
所
に
駐
在
し

て
い
た
職
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
北

ア
ル
プ
ス
の
写
真
を
、
韓
国
は
山
岳
、
ゴ

ル
フ
、
温
泉
な
ど
の
需
要
が
あ
る
た
め
山

岳
を
メ
イ
ン
に
し
た
写
真
を
、
タ
イ
人
は

桜
を
好
む
た
め
、
高
山
祭
と
桜
が
入
っ
た

写
真
を
採
用
し
た
。
な
お
、
英
語
は
高
山

祭
と
桜
シ
ー
ズ
ン
の
２
種
類
を
作
成
し
て

い
る
。
桜
シ
ー
ズ
ン
に
つ
い
て
は
桜
へ
の

ニ
ー
ズ
が
高
い
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
を

主
な
対
象
国
と
す
る
な
ど
、
き
め
細
か
く

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

活
用
し
て
い
る
。

出典：飛騨高山観光公式サイト（注5）

図3   市場別に表紙が異なるパンフレット

スペイン語

タイ語

フランス語英語 1

韓国語

中国語（簡体字） 中国語（繁体字）

英語 2

イタリア語
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に
来
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
他
の

国
内
の
有
名
観
光
地
に
も
必
ず
立
ち
寄
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
広
域
連
携
に
も
か
な

り
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
特
に
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
控
え
て
外
国
の
方
に
地
方
に
来
て

い
た
だ
く
た
め
に
は
県
境
を
越
え
て
協
力

し
な
い
と
大
き
な
動
き
に
発
展
し
ま
せ

ん
。
極
端
な
こ
と
を
言
う
と
、
我
々
は
通

過
点
で
も
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と

語
る
。
冒
頭
で
も
触
れ
た
通
り
、
高
山
は

ア
ク
セ
ス
面
で
は
恵
ま
れ
て
い
る
と
は
言

い
難
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
状
況
を
認

識
し
た
上
で
集
客
増
に
向
け
た
手
段
の
一

つ
と
し
て
広
域
連
携
を
活
用
し
て
い
る 

（
表
３
）。

　

例
え
ば
、
松
本
、
白
川
、
金
沢
は
「
広

域
ル
ー
ト
」
と
い
う
言
葉
が
出
始
め
る
前

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
と
も
に
進

め
て
き
て
お
り
、
海
外
セ
ー
ル
ス
へ
出
向

い
た
際
は
お
互
い
の
都
市
も
Ｐ
Ｒ
す
る
ほ

ど
の
密
な
連
携
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
訪
日
イ
ス
ラ
エ
ル
人

の
３
割
が
高
山
を
訪
問
し
て
い
る
。
第
二

次
世
界
大
戦
中
に
迫
害
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人

に
ビ
ザ
を
発
給
し
た
杉
原
千ち

畝う
ね

の
出
生
地

で
あ
る
八
百
津
町
（
岐
阜
県
）
と
ユ
ダ
ヤ

人
が
上
陸
し
た
敦
賀
港
が
あ
る
敦
賀
市

（
福
井
県
）
は
ユ
ダ
ヤ
人
に
と
っ
て
聖
地

で
あ
り
、
そ
の
２
つ
の
訪
問
地
の
間
に
あ

る
金
沢
、
高
山
へ
の
訪
問
が
増
え
て
い
る

た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
八
百
津
町
、
高

山
市
、金
沢
市
、白
川
村
、敦
賀
市
で
「
杉

原
千
畝
ル
ー
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は

広域ルート名 連携地域
３つ星街道 松本市、高山市、白川村、南砺市、金沢市
飛騨地域 高山市、下呂市、飛騨市、白川村
昇龍道 中部9県
杉原千畝 八百津町、高山市、金沢市、白川村、敦賀市

中央道沿線 新宿、富士河口湖町、松本市、高山市、白川村、金沢市、飛騨市、
下呂市／京王電鉄、富士急山梨バス、地域バス事業者

日本ラグジュアリートラベルアライアンス 札幌市、石川県、高山市、京都府、京都市、和歌山県、奈良市
ジャパンアルプス観光都市 松本市、塩尻市、富山市、大町市、飛騨市、安曇野市、高山市
セントレア 名古屋市、金沢市、セントレア、高山市

図4  月別シェア
※高山市の宿泊客全体と外国人宿泊客（年間の宿泊者数を100とした時の月別の割合）

資料：「高山市の海外戦略への挑戦～実績へのこだわり～」（高山市）より作成

イ
ス
ラ
エ
ル
を
突
破
口
に
ア
メ
リ
カ
を
中

心
と
し
た
世
界
に
広
が
る
ユ
ダ
ヤ
人
市
場

に
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

そ
の
他
、「
昇
龍
道
」「
日
本
ラ
グ
ジ
ュ

ア
リ
ー
ト
ラ
ベ
ル
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」（
京

都
市
が
中
心
と
な
り
、
海
外
富
裕
層
の

表3   高山市の主な広域ルートの取り組み
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資料：「平成27年観光統計」（高山市）より（公財）日本交通公社作成

全体　　　外国人

【
閑
散
期
を
埋
め
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
】

　

従
来
、
冬
季
は
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
だ
っ
た

が
、
最
近
は
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
雪
需
要

な
ど
も
あ
り
、
オ
ン
シ
ー
ズ
ン
と
な
っ
て

い
る
。
以
前
は
閑
散
期
対
策
と
し
て
首
都

圏
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
商
品
を
バ

ス
会
社
と
旅
館
組
合
と
で
一
緒
に
造
成
し

て
セ
ー
ル
ス
し
て
い
た
が
、
昨
年
は
中
国

人
旅
行
者
が
急
増
し
、
春
節
の
頃
に
は
宿

泊
施
設
が
不
足
し
、
以
前
か
ら
造
成
し
て

い
た
国
内
向
け
商
品
を
販
売
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

　

月
別
の
変
動
を
見
る
と
、
宿
泊
客
全
体

は
８
月
が
最
も
多
く
年
間
の
宿
泊
客
数
の

14
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
外
国
人
は
４
月

が
最
も
多
く
、
年
間
の
宿
泊
客
数
の
16
％

と
なって
い
る
（
図
４
）。
４
月
は
宿
泊
客
全

体
で
は
ボ
ト
ム
期
に
あ
た
る
が
、
落
ち
込

む
需
要
を
外
国
人
需
要
で
カ
バ
ー
し
て
い

る
。
高
山
市
の
よ
う
に
日
本
人
市
場
と
イ

ンバ
ウ
ン
ド
市
場
な
ど
、
複
数
の
市
場
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よって
繁
閑
の
差
を
埋

め
る
こ
と
につ
な
が
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

【
広
域
ル
ー
ト
を
活
用
し
た
立
ち
寄
り
機

会
の
創
出
】

　

田
中
氏
は
「
外
国
人
の
方
は
高
山
だ
け
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観
光
客
誘
客
を
目
指
す
自
治
体
と
連
携

し
、
富
裕
層
に
訪
問
先
と
し
て
日
本
を
認

識
し
て
も
ら
う
た
め
の
Ｐ
Ｒ
、
受
入
環
境

整
備
な
ど
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
組
織

さ
れ
た
団
体
）「
ジ
ャ
パ
ン
ア
ル
プ
ス
観

光
都
市
」（
中
部
山
岳
国
立
公
園
に
含
ま

れ
る
松
本
市
、
塩
尻
市
、
富
山
市
、
大
町

市
、
飛
騨
市
、
安
曇
野
市
、
高
山
市
の
７

市
の
観
光
都
市
で
構
成
）
な
ど
で
広
域
連

携
に
参
加
し
て
お
り
、
負
担
金
を
出
し
合

い
、
協
議
会
と
し
て
共
同
し
て
Ｐ
Ｒ
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

②
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
消
費
単
価

を「
上
げ
る
」

　
「
我
々
は
年
に
数
回
し
か
飛
騨
牛
は
食

べ
ま
せ
ん
が
、
外
国
の
方
は
飛
騨
牛
を
ど

ん
ど
ん
消
費
し
て
く
れ
る
。
近
所
の
飲
食

店
の
店
主
に
“
あ
な
た
た
ち
が
来
る
よ
り

も
外
国
の
方
が
来
る
ほ
う
が
よ
っ
ぽ
ど
儲も

う

か
る
”
と
冗
談
で
言
わ
れ
た
り
し
ま
す
。

こ
れ
は
ほ
ん
の
一
例
で
す
が
、
外
国
人
旅

行
者
は
価
値
を
見
い
だ
し
た
ら
し
っ
か
り

と
お
金
を
使
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
日
々
感

じ
て
い
ま
す
。」
と
田
中
氏
が
語
る
通
り
、

外
国
人
と
日
本
人
の
消
費
形
態
は
異
な

る
。
外
国
人
に
高
山
市
内
で
消
費
し
て
も

ら
う
た
め
に
ど
ん
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
の
か
。

【
誘
客
と
物
販
を
組
み
合
わ
せ
た
ブ
ラ
ン

ド
化
へ
の
取
り
組
み
】

　

高
山
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
飛
騨
牛
、

飛
騨
家
具
や
伝
統
工
芸
品
、
古
酒
な
ど
の

地
場
産
品
を
中
心
に
海
外
展
開
を
図
る

施
策
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

　

も
と
も
と
飛
騨
牛
は
生
産
量
が
少
な

く
、
９
割
弱
が
県
内
で
消
費
さ
れ
、
あ
ま

り
出
回
ら
な
い
た
め
、
海
外
で
の
認
知
度

は
決
し
て
高
い
と
は
言
え
な
い
が
、
海
外

に
派
遣
し
て
い
る
職
員
を
通
じ
て
、
香
港

や
パ
リ
の
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
や
有
名
店
で

扱
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
ま
た
、
台
湾
、

香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
高
山
で
販

売
さ
れ
る
価
格
の
５
倍
程
度
の
価
格
で
販

売
し
て
い
る
。
海
外
で
提
供
、
販
売
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
「
飛
騨
高
山
ブ
ラ
ン
ド
」

を
向
上
さ
せ
、
外
国
人
旅
行
者
に
現
地
で

安
く
て
新
鮮
な
飛
騨
牛
を
食
べ
た
い
と
い

う
意
欲
を
喚
起
し
て
い
る
。
実
際
に
、
古

い
町
並
み
に
は
飛
騨
牛
の
串
焼
き
、
握
り

寿
司
、
コ
ロ
ッ
ケ
、
肉
ま
ん
な
ど
の
店
舗

が
軒
を
連
ね
、
食
べ
歩
き
を
し
て
い
る
外

国
人
に
も
数
多
く
遭
遇
し
た
。
ま
た
、
飛

騨
牛
を
食
べ
る
と
１
人
当
た
り
の
消
費
単

価
が
上
が
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お

り
、
結
果
的
に
飛
騨
牛
を
食
べ
る
こ
と
が

多
い
外
国
人
旅
行
者
の
単
価
を
上
げ
る
こ

と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
飛
騨
家
具
も
海
外
へ
輸
出
し
て

お
り
、
高
山
へ
来
た
中
国
人
が
８
万
円
の

家
具
を
購
入
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い

う
。
飛
騨
家
具
や
伝
統
工
芸
品
に
つ
い
て

は
、
そ
の
価
値
を
理
解
し
て
く
れ
る
人
と

そ
う
で
な
い
人
に
よ
っ
て
関
心
の
持
ち

方
、
消
費
の
仕
方
が
異
な
る
た
め
、
幅
広

く
興
味
、
関
心
が
持
た
れ
る
飛
騨
牛
と
比

べ
て
若
干
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
な
る
が
、
海

外
で
の
Ｐ
Ｒ
が
「
飛
騨
高
山
ブ
ラ
ン
ド
」

を
確
立
し
、
消
費
を
喚
起
し
た
一
例
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

　

飛
騨
牛
や
飛
騨
家
具
へ
の
取
り
組
み

は
、
海
外
販
路
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
収
益
を
上
げ
、
市
内
の
産
業
や
事
業
者

が
潤
う
こ
と
も
目
的
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
海
外
で
高
山
市
の

地
場
産
品
を
「
知
っ
て
も
ら
う
（
価
値
を

理
解
し
て
も
ら
う
）」
そ
し
て
「
高
山
で

食
べ
て
も
ら
う
」
と
い
う
循
環
を
作
り
出

す
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、

誘
客
・
物
販
・
交
流
を
一
体
化
し
て
取
り

組
む
海
外
・
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
部
な
ら
で
は

の
取
り
組
み
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

③
域
内
調
達
率
を「
高
め
る
」

　

田
中
氏
は
「
高
山
市
で
海
外
セ
ー
ル
ス

や
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
積
極
的
に
行
え
る

の
は
、
十
分
に
活
動
で
き
る
予
算
を
組
ん

で
も
ら
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
の
よ
う

な
状
況
の
中
で
重
要
な
こ
と
は
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
で

市
民
の
何
に
つ
な
が
る
の
か
と
い
う
こ
と

を
念
頭
に
取
り
組
む
こ
と
を
常
に
意
識
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。」
と
語
る
。
外
国

人
旅
行
者
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
民

に
ど
の
よ
う
に
還
元
さ
れ
る
か
、
市
民
の

雇
用
、
所
得
に
ど
う
影
響
す
る
の
か
は
、

経
済
効
果
向
上
を
考
え
る
上
で
重
要
で

飛騨牛の握り寿司
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す
る
た
め
に
は
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
、

客
単
価
の
向
上
、
そ
し
て
そ
れ
を
従
業
員

の
所
得
に
還
元
す
る
好
循
環
を
目
指
し
て

い
き
た
い
。」
と
語
る
。

■
経
済
効
果
向
上
に
資
す
る
取
り
組

み
の
ポ
イ
ン
ト
と
今
後
の
課
題

　

高
山
市
で
は
、
①
訪
日
外
国
人
旅
行

者
を
「
増
や
す
」
取
り
組
み
や
、
②
訪
日

外
国
人
旅
行
者
の
消
費
単
価
を「
上
げ
る
」

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
30
年
か
け
て
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
て
お
り
、

観
光
消
費
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
②
に
つ
い
て

は
、
Ｖ
Ｉ
Ｐ
を
迎
え
る
宿
泊
施
設
を
誘
致

す
る
た
め
に
ホ
テ
ル
建
設
投
資
を
促
す
取

り
組
み
や
、
夜
遅
く
夕
食
を
取
る
外
国

人
旅
行
者
の
需
要
を
受
け
止
め
る
た
め
、

飲
食
店
の
開
店
時
間
を
延
長
す
る
な
ど
の

取
り
組
み
を
今
後
は
進
め
て
い
く
。

　

し
か
し
、③
域
内
調
達
率
を
「
高
め
る
」

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
今
後
も
積
極
的
に

行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

既
に
飛
騨
牛
や
飛
騨
家
具
は
海
外
で
の
販

路
拡
大
と
市
内
で
の
消
費
を
組
み
合
わ
せ

た
取
り
組
み
に
成
功
し
て
い
る
が
、
飛
騨

牛
は
高
山
だ
け
で
な
く
、
岐
阜
県
で
生
産

さ
れ
た
牛
肉
で
あ
れ
ば
よ
い
た
め
、
必
ず

し
も
市
内
調
達
で
は
な
い
こ
と
、
飛
騨
家

具
は
市
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

生
産
量
が
少
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

さ
ら
に
域
内
調
達
率
を
高
め
る
に
あ
た
っ

て
は
、
市
内
で
一
定
の
生
産
量
が
あ
る
ホ

ウ
レ
ン
草
、
ト
マ
ト
、
菌
床
シ
イ
タ
ケ
な

ど
の
農
産
品
に
つ
い
て
も
「
飛
騨
高
山
ブ

ラ
ン
ド
」
化
を
図
る
な
ど
、
誘
客
と
物
販

を
一
体
化
し
た
取
り
組
み
が
促
進
さ
れ
る

こ
と
や
、
市
内
の
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
で

さ
ら
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

田
中
氏
は
「
飛
騨
の
農
村
集
落
を
サ
イ

ク
リ
ン
グ
す
る
『
里
山
サ
イ
ク
リ
ン
グ（
注

６
）』が
外
国
人
の
方
に
好
評
で
す
が
、我
々

か
ら
す
れ
ば
ご
く
普
通
の
農
村
風
景
で

す
。
彼
ら
が
な
ぜ
こ
ん
な
に
感
動
し
て
い

る
の
か
と
考
え
た
時
に
、
農
村
風
景
を
通

し
て
飛
騨
で
は
な
く
、
日
本
の
原
風
景
を

感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る

と
、
必
ず
し
も
我
々
が
売
り
た
い
も
の
が

外
国
人
旅
行
者
に
と
っ
て
い
い
も
の
と
は

限
ら
な
い
。
高
山
市
特
産
の
朴ほ

お

葉ば

み
そ
は

必
ず
し
も
外
国
人
が
食
べ
た
い
も
の
と
は

限
ら
な
い
の
で
す
。」
と
い
う
言
葉
通
り
、

外
国
人
旅
行
者
と
日
本
人
旅
行
者
の
違

い
は
こ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
外
国
人
旅
行
者
は
一
部
の
ハ
ー
ド
リ

ピ
ー
タ
ー
を
除
き
、
地
方
の
魅
力
に
関
心

を
持
つ
ほ
ど
日
本
に
精
通
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。「
売
り
た
い
も
の
」
を
優
先

的
に
考
え
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
地
域

に
来
て
い
る
外
国
人
旅
行
者
が
何
を
求
め

て
い
る
の
か
を
見
極
め
、
地
域
と
し
て
何

を
ど
う
提
供
で
き
る
か
と
い
う
視
点
も
現

段
階
で
は
重
要
な
視
点
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
か
き
し
ま　

あ
か
ね
）

（
注
１
） 宿
泊
客
・
日
帰
り
客
の
合
計
。

（
注
２
） 高
山
市
の
宿
泊
者
に
対
す
る
外
国
人
宿
泊
者

の
割
合
。

（
注
３
） 日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者
が
安
心
し
て

一
人
旅
で
き
る
よ
う
、
ま
た
日
本
の
良
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
１
９
８
４
年
に
運
輸

省
（
現
国
土
交
通
省
）
が
打
ち
出
し
た
施
策
。

外
国
人
旅
行
者
に
訴
求
す
る
地
域
資
源
を
有

し
、
受
入
態
勢
も
整
備
さ
れ
て
い
な
が
ら
外

国
人
旅
行
者
が
少
な
か
っ
た
地
区
の
中
か
ら

モ
デ
ル
地
区
が
指
定
さ
れ
た
。

（
注
４
） 現
在
は
「
ブ
ラ
ン
ド
・
海
外
戦
略
部
」
の
中

に
「
海
外
戦
略
課
」
と
「
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
課
」

が
存
在
す
る
。

（
注
５
） http://kan

kou
.city.takayam

a.
lg.jp/2000502/2000505.htm

l

（
注
６
） 詳
細
は『
観
光
文
化
』２
３
２
号
P
20-

24「
飛

騨
の
里
山
か
ら
世
界
へ
ク
ー
ル
な
田
舎
を
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
」
を
参
照
。

あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
高
山
市
で

も
苦
戦
し
て
い
る
。

【
観
光
業
に
従
事
す
る
人
材
確
保
が
急
務
】

　

高
山
市
の
若
者
は
地
元
の
高
校
を
卒

業
後
、
大
阪
や
東
京
な
ど
の
大
学
に
進
学

し
、
そ
の
ま
ま
就
職
す
る
こ
と
が
多
く
、

若
い
働
き
手
が
い
な
い
こ
と
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
観
光
の
現
場
で

も
慢
性
的
な
人
手
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て

お
り
、
一
部
、
ス
キ
ー
場
の
経
営
と
農
業

を
行
う
副
業
化
も
見
ら
れ
る
が
、
根
本

的
な
解
決
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
田
中
氏

は
「
若
い
人
に
と
っ
て
、
観
光
業
は
賃
金

が
低
く
、
魅
力
を
感
じ
ら
れ
な
い
産
業
と

し
て
目
に
映
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
を
解
決 古い町並みで写真撮影をする外国人旅行者
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